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発行／黒潮町役場

安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。
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10月の納税10月の納税

P.２� ご長寿おめでとう�

P.３� 金婚おめでとう

P.４� 【南海地震】津波高・浸水域等、被害想定　

P.８� くろしお子どもニュース

P.10� 健康カレンダー

P.16� 歳入歳出決算状況

P.20� 役場からのお知らせ

P.25   IWKTV番組表

P.26   まちのできごと

P.30� くろしおっ子を紹介します！

主な内容

馬荷地区では、8月下旬から10月中旬まで七立栗が収穫時期を迎え、七立栗生産組合の皆さんが出荷を行っ

ています。小ぶりの実が並んで付く枝は美しく、主に観賞用の枝栗として販売されます。【関連記事26ページ】

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,765人　前月比（9人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,808世帯
●15歳未満の年少人口　1,185人（比率9.28％）

●65歳以上の老齢人口　4,574人（比率35.83％）

●人口のうごき

2012（平成24）年8月31日現在

※７月９日の法改正により、７月から外国人住民を含む人口となっています。

2012（平成24）年8月31日現在

増加 29人　出生6人　　　   転入19人　　職権4人
【男5人　女1人】 【男1人】【男9人　女10人】 【男2人　女2人】

減少 38人　死亡11人　    転出27人　　　職権1人
【男7人　女4人】 【男13人　女14人】

【男6,043人  女6,722人】

【男621人  女564人】

【男1,831人  女2,743人】

歌って踊ってバンバンバン♪
歌って踊ってバンバンバン♪
歌って踊ってバンバンバン♪

1

2 「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）

広報
2012年／平成24年

－No.79－
10月号10月号

なな たて くり



滷広報くろしお  №79　2012（平成24）年10月号

特 集特 集特 集

 
９
月

１７
日
の
「
敬
老
の
日
」
を
前

に
、
黒
潮
町
在
住
で
、
今
年
度
１
０

０
歳
を
迎
え
る
方
と
１
０
０
歳
以
上

の
方
（
大
正
２
年
３
月

３１
日
ま
で
に

出
生
し
た
方
）
に
対
し
、
町
長
と
町

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
ご
長
寿

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川村　亀代さん

（馬荷）

かめ よ

104歳

濱闢　佐奈惠さん

（上川口）

さ な え

105歳

宮地　鹿代さん

（有井川）

しか よ

祝100歳

武政　糸喜さん

（伊田）

いと き

祝100歳

野並　多米野さん

（田野浦）

た め の

祝100歳

植田　繁尾さん

（小川）

しげ お

101歳

井上　關子さん

（芝）

かん こ

101歳

うえ た いの うえ

小谷　　緑さん

（川奥）

みどり

103歳

橋田　市野さん

（蜷川）

いち の

103歳

こ たに はし だ

佐藤　綾子さん

（上川口）

あや こ

103歳

さ とう かわ むら はま さき

みや じ たけ まさ の なみ

土居　波惠さん

（田野浦）

なみ え

100歳

橋田　於保江さん

（蜷川）

お ぼ え

100歳

ど い はし だ

長闢　峯尾さん

（出口）

みね おなが さき

祝100歳

山沖　義信さん

（出口）

よし のぶやま おき

祝100歳

山沖　壽栄さん

（出口）

とし えやま おき

100歳

ご長寿おめでとうございます。どうぞこれからもお元気で。ご長寿おめでとうございます。どうぞこれからもお元気で。

※
「
祝
」
は
今
年
初
め
て
お
祝
い
し
た
方
で
す
。
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特 集特 集特 集

結
婚
５０
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
　
婚

川村　　明さん・文野さん

（上田の口）

あきら ふみ のむらがわ

金子　壽人さん・　意さん

（蜷川）

ひさ と しず いこかね こかね

金子　和史さん・八重子さん

（蜷川）

かず ふみ や え こ

青木　辰三さん・二三さん

（伊与喜）

たつ ぞう ふ みきあお

田中　一海さん・壽生さん

（出口）

かず み ひさ みなかた

瀧本　吉水さん・數代さん

（浮鞭）

よし み かず よもとたき

下村　照史さん・千里さん

（蜷川）

てる ふみ ち さとむらしも

國見　　惺さん・豊さん

（浮鞭）

さとる とよみくに

西地　美年さん・留子さん

（入野）

み とし とめ こじにし

永野　純水さん・祐子さん

（入野）

じゅん み ゆう このなが

土居　　三さん・シヅエさん

（佐賀）

えい ぞういど

辻　　義郎さん・俊子さん

（佐賀）

よし ろう とし こつじ

宮地　　忍さん・鶴亀さん

（奥湊川）

しのぶ つる きじみや

松本　　宏さん・國子さん

（上田の口）

ひろし くに こもとまつ

松下　喜夷さん・輝子さん

（伊田）

よし ひろ てる こしたまつ

文野　棟作さん・冴子さん

（入野）

とう さく さえ このぶん

　
９
月
１
日
、
高
知
新
聞
社
・

Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
な
ど
が
主
催

す
る
「
第

５５
回
金
婚
夫
婦
祝
福

式
典
」
が
行
わ
れ
、
四
万
十
市

内
の
会
場
に
は
幡
多
６
市
町
村

よ
り
１
１
６
組
（
黒
潮
町
か
ら

は
１６
組
）
の
ご
夫
婦
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
昭
和

３７
年
に
結
婚
さ
れ

た
方
々
で
す
。

５０
年
と
い
う
長

い
年
月
を
助
け
合
っ
て
歩
ん
で

き
た
皆
さ
ん
は
、
と
も
に
健
や

か
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

※
写
真
は
、
右
上
か
ら
あ
い
う
え
お
順

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



潺広報くろしお  №79　2012（平成24）年10月号

▼
津
波
高
・
浸
水
域
等
（
第
2
次
報
告
）

　
平
成

２４
年
８
月

２９
日
に
、南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
高
・
浸
水
域
等

が
、国（
内
閣
府
）か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
表
は
、本
年
３
月

３１
日
に
公

表
さ
れ
た
震
度
分
布
・
津
波
高
の
第
１
次

報
告（

５０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）を
、１０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
単

位
の
微
細
な
地
形
変
化
を
反
映
し
た
デ

ー
タ
を
用
い
て
、震
度
分
布
、海
岸
部
で
の

津
波
高
や
到
達
時
間
、陸
域
に
遡
上
し

た
津
波
の
浸
水
域
・
浸
水
深
を
推
計
し

た
も
の
で
す
。そ
の
結
果
、黒
潮
町
で
は「
最

大
震
度
７
」「
海
岸
で
の
最
大
津
波
高

３４

ｍ
」と
、第
１
次
報
告（

５０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）と
同

じ
く
厳
し
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
左

ペ
ー
ジ
表
１
・
図
１
参
照
。）

　
こ
の
公
表
の
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津

波
の
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ

り
、南
海
ト
ラ
フ
沿
い
に
お
い
て
次
に
発

生
す
る
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
高

や
到
達
時
間
の
予
測
が
厳
し
い
か
ら
と
い

っ
て
、避
難
を
初
め
か
ら
諦
め
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
と
に
か
く
「
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
。

よ
り
早
く
、よ
り
安
全
な
と
こ
ろ
へ
、一

人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
逃
げ
る
」こ
と
が

重
要
で
す
。

▼
被
害
想
定
（
第
1
次
報
告
）

　
ま
た
、今
回
は
、被
害
想
定（
第
１
次

報
告
）に
つ
い
て
も
公
表
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
結
果
、高
知
県
で
は
、被
害
が
最
大
と

な
る
ケ
ー
ス
で
全
壊
・
地
震
火
災
に
よ
る

焼
失
建
物

２３
万
９
０
０
０
棟
、死
者
４
万

９
０
０
０
人
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
推
計

が
出
ま
し
た
。（
下
記
表
２
参
照
。）し
か

し
、避
難
を
迅
速
に
行
う
こ
と
や
、住
宅

耐
震
化
な
ど
の
防
災
対
策
を
行
う
こ
と

で
、被
害
を
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
が
で

き
る
推
計
も
さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ

図
２
参
照
。）黒
潮
町
で
は
、住
民
の
命
を

守
る
こ
と
を
第
一
に
引
き
続
き
防
災
対
策

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

黒潮町の南海地震対策

あ
き
ら
め
な
い
。
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
。
黒
潮
町
の
南
海
地
震
対
策

内
閣
府
公
表
　
津
波
高
・
浸
水
域
等
（
第
2
次
報
告
）

　
　
　
お
よ
び
被
害
想
定
（
第
1
次
報
告
）
に
つ
い
て

表2　高知県内の被害推計結果
●建物被害 （棟）

（人）

地震動 津波  シーン 揺れ 液状化 津波 急傾斜
地崩壊

火災 合計

基 本
ケース

ケース④ 104,000 1,400 52,000 1,100

冬・深夜

夏・昼

冬・夕

166,000

167,000

178,000

7,100

8,800

19,000

陸側
ケース

ケース④ 167,000 1,400 49,000 1,100

冬・深夜

夏・昼

冬・夕

228,000

230,000

239,000

9,600

12,000

22,000

●人的被害

地震動 津波 シーン
建物
倒壊

津波
急傾斜
地崩壊

火災 合計

基本
ケース ケース④

冬・深夜
夏・昼
冬・夕

陸側
ケース ケース④

冬・深夜
夏・昼
冬・夕

6,600
2,800
4,700

10,000
4,400
7,400

400
200
200
600
300
400

35,000
26,000
26,000
37,000
29,000
30,000

100
40
70
80
30
60

600
300

1,100
1,600
900

2,800

－
10
10
－
10
20

42,000
29,000
32,000
49,000
34,000
40,000

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
本
庁 

情
報
防
災
課

　
南
海
地
震
対
策
係

　
蕁
4
3
―
2
1
8
8
（
直
通
）

ブロック塀・
自動販売機
の転倒、屋
外落下物

うち屋内収
容物移動・
転倒、屋内
落下物

※
５０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
と
は
、
５０
ｍ
×
５０
ｍ
の
マ
ス
目
の

　
地
形
デ
ー
タ
を
単
位
に
推
計
し
た
も
の
で
す
。

※四捨五入の関係で、合計が合わない場合があります。

被害想定の設定と項目について�   
地震動…第2次報告で検討された地震動5ケースのうち、「基本ケース」と被害が最大と想定され
　　　　る「陸側ケース」で推計。
津　波…第2次報告で検討された津波11ケースのうち、東海、近畿、四国、九州地方のそれぞれで
　　　　大きな被害が想定される4ケースについて推計。
　　　　上表では、このうちケース④（四国地方が大きく被災するケース）を掲載。
シーン…想定される被害が異なる3つのシーン（季節・時刻）にて推計。
　　　　○冬・深夜：多くの方が自宅で就寝中の時間帯
   　　　○夏・昼：木造建築物内の滞留人口が少ない時間帯
   　　　○冬・夕：火気使用が最も多い時間帯
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全
地
域
の
避
難
所
・
避
難
路
の

見
直
し
が
終
了
し
ま
し
た

　
南
海
地
震
対
策
に
特
化
し
た
地
域
担
当

制
に
つ
い
て
、
区
長（
地
域
住
民
）、
自
主

防
災
組
織
、
消
防
分
団
、
地
域
担
当
職
員

に
よ
る
避
難
所
・
避
難
路
な
ど
の
見
直
し

作
業
が
全
地
域
に
お
い
て
終
了
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
忙
し
い
中
、多

大
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
担
当
課
に

て
集
約
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
緊
急
性
の

高
い
箇
所
か
ら
計
画
的
に
測
量
・
設
計
、工

事
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
避
難
場
所
・
避
難
路
の
測
量
立

入
や
用
地
の
提
供
、
工
事
、
防
災
訓
練
な

ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表１　黒潮町津波の推計結果

図2　防災対策による
人的被害低減イメージ

地震動 ケース①～⑪の最大値

海岸部津波高
最高津波高 34m（ケース④）

平均津波高 19m�（ケース④・⑤）

海岸部津波
到 達 時 間

津波高1m 08分（ケース②）

津波高3m 16分（ケース④）

津波高10m 30分（ケース⑤）

津波高20m 32分�（ケース④・⑤）

津波浸水面積

30cm以上 1,190ha�（ケース⑤）

1m以上 1,150ha�（ケース⑤）

10cm以上

ケース②…「紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定
ケース④…「四国沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定
ケース⑤…「四国沖～九州沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定

0,400ha�（ケース⑤）

  図１　津波の浸水分布
【ケース⑤「四国沖～九州沖」にすべり域を設定】

浸水深（m）

20.00�－
10.00�－  20.0
05.00�－  10.0
02.00�－  05.0
01.00�－  02.0
00.30�－  01.0
00.01�－  00.3

約42,000人

約13,800人
【避難開始迅速化】

約12,200人
【＋津波避難ビル有効活用】

約6,600人
【＋住宅耐震化率100%】

さらなる対策で
限りなくゼロに！

（高知県公表資料による）
地震動：基本ケース、津
波：ケース④、シーン：
冬・深夜の条件で推計。

0 2.5

km
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黒潮町佐賀・白浜・灘・伊田地区に『緊急避難路』として
利用できる道路点検用通路が完成しました！

〈国土交通省からのお知らせ〉

　中村河川国道事務所では、平成23年3月11日に発生した東日本大震災による津波被害を
教訓に、来るべき東南海・南海地震に備え、津波など災害発生時に道路利用者や沿道住民の
皆さんが高台への『緊急避難路』としても利用可能な道路点検用通路を整備しました。

至 高知市

至 四万十市

（9月末現在）

佐賀（横浜トンネル高知側）佐賀（横浜トンネル高知側）

白浜  白浜  

伊田伊田
灘灘

通常は点検用通路ですが、津波発生時（緊急時）
には蹴破って高台に避難することができます。
誘導灯はスイッチ式になっていますので、非常
時にはスイッチを入れて避難してください。

階段部には手すりを設け、避難先となるスペー
ス部分には転落防止柵を設置しました。

◆ 特徴その1【誘導灯】
夜間における災害時の避難誘導灯として、
LED誘導灯を設置しました。内蔵バッテ
リーにより停電に関係なく効果を発揮し
ます。

◆ 特徴その2【蹴破り門扉】
門扉は、津波発生時（緊急時）には蹴破
って避難 することができます。

【このページに関するお問い合わせ】　国土交通省 中村河川国道事務所 道路管理課　蕁34－7319

完成済

現在施工中 ※東日本大震災では、小学校脇の高台への避難
　階段で多くの児童の命が救われました。
※東日本大震災では、小学校脇の高台への避難
　階段で多くの児童の命が救われました。
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○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 
【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
76

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練

　
９
月
２
日
に
黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
必
ず

来
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
。
沿
岸

部
は
主
に
津
波
、
山
間
部
で
は
土
砂
災

害
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
①
避
難

訓
練
、
②
安
否
確
認
状
況
報
告
、
③
資

機
材
点
検
の
基
本
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
訓
練
は
午
前
８
時
の
緊
急
地
震
速
報

お
よ
び
サ
イ
レ
ン
・
避
難
勧
告
を
地
震

発
生
と
見
立
て
、
各
地
区
で
一
斉
に
開

始
。
基
本
訓
練
終
了
後
は
、
各
地
区
で

想
定
さ
れ
る
災
害
に
合
わ
せ
て
計
画
さ

れ
た
消
火
訓
練
や
放
水
訓
練
、
炊
き
出

し
訓
練
な
ど
を
、
地
域
住
民
と
自
主
防

災
組
織
、
消
防
団
、
町
職
員
ら
が
連
携

し
て
行
い
ま
し
た
。（
各
地
区
の
実
施

内
容
は
下
表
参
照
。）

　
今
年
の
訓
練
に
は
、
昨
年
よ
り
約
７

０
０
人
多
い
４
１
０
０
人
が
参
加
。
こ

の
数
字
に
は
、
東
日
本
大
震
災
や
新
し

い
津
波
の
浸
水
想
定
な
ど
を
受
け
た
住

民
の
皆
さ
ん
の
高
い
防
災
意
識
が
表
れ

て
い
ま
す
。

　
国
や
県
か
ら
、
驚
く
よ
う
な
想
定
の

発
表
を
受
け
た
黒
潮
町
で
す
が
、
災
害

を
正
し
く
恐
れ
、
定
期
的
に
訓
練
を
行

う
こ
と
で
、
減
災
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
も
皆
さ
ん
で
防
災
意
識
を
高

く
保
ち
、
助
か
る
命
が
当
た
り
前
に
助

か
る
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

－ あきらめない より早く
　　　　  より安全な所へ －

総合訓練（入野地区）

避難訓練と安否確認（芝地区）

避難訓練と安否確認（浮津地区）

炊き出し訓練（浜町地区）

救助搬送訓練（鞭地区）

基本訓練以外に実施した訓練【地区別】
※略称説明�

消：消火訓練

放：放水訓練

非：非常用食料
　　調理訓練

炊：炊き出し訓練

歩：災害危険箇所
　　まち歩き

学：防災学習会

応：応急救護訓練

問：防災クイズ

救：救助搬送訓練

実：実践的避難訓練

班：自主防初動班
　　編成訓練

発：発電機発電訓練

道：避難道現況確認
　　（草刈）

総：ＰＴＡ、自主防、
　　消防団総合訓練

標：標高確認訓練

啓：啓発（写真パネル展）

展：防災グッズ展示

反：反省会

地　　区 訓練内容
市野瀬 非・発
佐賀橘川 非
拳ノ川 非
拳ノ川団地 略称説明
荷稲 放・非
川奥 消・放・非
小黒ノ川 非
中ノ川 放
不破原 消・非
市野々川 問・反
市野々川団地 消
伊与喜 消
熊井 消
藤縄 消・非
鈴 消・救
熊野浦 歩
上分 非・学
坂折 略称説明
馬地 応
下分 道
町分 実
大和田 救・反
浜町 炊・応
明神 応
会所 非・応
横浜 略称説明
白浜 応・救・実・班・反
灘 非
伊田浦 救・総

地　　区 訓練内容
伊田郷 総
有井川 総・標
上川口浦 発・道
上川口郷 学
王迎 発
王無 学
蜷川 応
浮津 学・問
鞭 応・救
口湊川 救
奥湊川 消・放・炊・応
早咲 炊

小川 消・放
本谷、大屋式、大井川 放

田村 学・発
加持本村 消・発
浜の宮、町、
万行

消・放・炊・応・
救・啓・展

入野本村 消・救
芝 消・炊
錦野 炊
馬荷 放
大方橘川 学
御坊畑 炊・反
上田の口 炊・学・発
緑野 放
下田の口 救
田野浦 消・救
出口 反
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

み
ん
な
で
防
災
学
習

　
南
郷
小
で
は
、
昨
年
か
ら
防
災
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
は
、
避
難

訓
練
で
す
。
掃
除
や
休
み
時
間
に
も
緊
急
放
送

が
な
り
ま
す
。
み
ん
な
、
あ
せ
ら
ず
急
い
で
避

難
し
ま
す
。
新
し
く
で
き
た
避
難
道
を
上
が
る

時
は
、
と
て
も
し
ん
ど
い
で
す
。
で
も
、
１
年

生
か
ら
６
年
生
み
ん
な
が
一
生
懸
命
上
が
っ
て

い
ま
す
。
帰
る
時
は
、
上
級
生
と
下
級
生
が
仲

良
く
手
を
つ
な
い
で
下
り
て
き
ま
す
。

　
１
学
期
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、「
炊
き
出
し
の
カ
レ
ー
作
り
」
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
授
業
で
も
、
地
震
や
津
波
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。
こ
の
前
は
、

高
知
大
の
先
生

に
地
震
や
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を

教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
南
郷
小
の
一

人
ひ
と
り
が
、

正
し
く
理
解
し
、

し
っ
か
り
と
行

動
す
る
こ
と
を

目
標
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

（
南
郷
小
学
校
　
６
年
生
）

新
し
い
ひ
な
ん
道
で
訓
練

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
一
日
体
験
入
署

　
９
月
７
日

金
曜
日
、
朝

マ
ラ
ソ
ン
の

時
間
に
、
新

し
く
完
成
し

た
学
校
の
３

階
か
ら
、
う

ら
山
に
通
じ

る
ひ
な
ん
道

を
使
っ
た
ひ

な
ん
訓
練
を

し
ま
し
た
。

　
１
学
期
は
、

校
庭
か
ら
う

ら
山
に
登
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
で
は
、
そ
の
後
、
新
し
い
ひ

な
ん
道
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
「
ひ
な
ん
道
の
階
段
は
急
な
の
で
、
お
年

よ
り
に
は
き
び
し
い
ね
。
」
と
か
、「
夜
は
く
ら

い
か
ら
ど
こ
に
階
段
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

ね
。」
な
ど
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
地
い
き
の
人
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
ひ
な
ん
訓
練
を
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
ひ
な
ん
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
伊
田
小
学
校
　
４
年
　
松
本
尊
広
）

　
夏
休
み
に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
体
験
入
署
が
あ

り
ま
し
た
。
下
田
・
西
土
佐
・
伊
田
・
上
川
口

の
５
・
６
年
生
が
四
万
十
消
防
署
に
集
ま
り
ま

し
た
。
日
程
は
、
主
に
署
内
見
学
・
活
動
体
験
・

ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
し
た
。
私
が
一
番
お

も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
活
動
体
験
で
や
っ
た
救

助
活
動
と
心
肺
蘇
生
法
の
訓
練
で
す
。
救
助
活

動
の
訓
練
で
は
、
最
初
に
ロ
ー
プ
の
結
び
方
や

そ
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

頑
丈
に
結
ぶ
た
め
の
本
結
び
や
節
結
び
で
す
。

　
チ
ロ
ル
と
い
う
空
中
に
張
っ
た
ロ
ー
プ
の
渡

り
方
を
習
い
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
か
ら
落
ち
な
い

よ
う
に
座
席
結
び
を
し
て
カ
ラ
ビ
ナ
で
ロ
ー
プ

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
あ
と
渡
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
に
き
ょ
り
は
遠
く
な
か
っ
た
け
ど
、こ
れ
が

５
メ
ー
ト
ル
・

１０
メ
ー
ト
ル
・

１５
メ
ー
ト
ル
に

な
っ
た
ら
大
変

だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
今
後

も
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
と
し
て
、い

ろ
い
ろ
な
訓
練

に
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。

（
上
川
口
小
学
校
　
５
年
　
林
　
空
海
）
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

～みんなで歩こう！ ウォーキングのすすめ～
　最近では、朝、昼、夜問わずウォーキングをしている人を町内でもよく見かけますね。
　ウォーキングは激しい運動とは違って、自分のペースで好きな時間帯にできるので、
年齢や性別などの制限はなく、誰にでも気軽に始められる健康スポーツです。
　ダイエット、運動不足の解消、健康増進など、目的を持って楽しく長くウォーキン
グを続けましょう！

◆ウォーキングの効果
・日ごろのストレス発散
・生活習慣病の予防（動脈硬化、高血圧の予防や心臓の強化）
・記憶力のアップなど、脳の活性化
・骨を丈夫にし、貧血にも効果
・筋力の低下を防ぐ
・内臓の機能の向上
・ダイエットなどの美容
・老後の寝たきりの防止　　など

　黒潮町国保では、今年度も次の日程で健康ウォーキングを開催します。
　参加希望者は、氏名、年齢、住所、電話番号を下記までお知らせください。

【と　　き】11月11日（日）　午前9時50分～正午
　　　　　  雨天中止の場合は11月18日（日）に延期します。

【受　　付】ふるさと総合センター駐車場にて、午前9時受付開始
【講　　師】健康運動指導士　池添伊佐子さん
　　　　　  正しいウォーキングを教わります。

【コ　ー　ス】ふるさと総合センター駐車場 → 大規模公園鞭駐車場折り返し
　　　　　  → ふるさと総合センター駐車場（約5km）

【申込期限】10月26日（金）
【そ　の　他】申込方法など詳細については、健康ウォーキング参加者募集チラシ（全

戸配布）をご覧ください。

※この大会は、幡多地区健康づくり協議会（事務局：幡多福祉保健所）と連携して、幡多
地区で行われる健康ウォーキングラリーの一環として行います。その他の大会は以
下のとおりですので、他の市町村の大会にもぜひチャレンジしてみてください。

第7回 黒潮町健康ウォーキング 参加者募集

市町村名

四万十市

大月町

土佐清水市

お問い合わせ

保健衛生係

保健衛生係

国保係

電話番号

34－1115

0880－73－1365

0880－82－1108

開　催　日

H24.11.4（日）

 H24.11.10（土）

H25.3.2（土）

受　付

9：00～

9：30～

9：30～

集合場所

お祭り広場

柏島 渡し場駐車場

寿町公園

参加賞
あります！

（受付順）
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大方地域
10月 内　　　容 実施場所 実施時間

本谷集会所 9：00～09：10
旧北郷小学校体育館前 9：20～09：40
加持ふれあいセンター 10：00～10：20
湊川ふれあいセンター 10：50～11：10大　腸　が　ん　検　診

容器　配布
浮津集落センター（王無含む） 13：30～13：40

16日（火）

鞭老人憩の家 14：00～14：30
早咲集会所 14：45～15：10
錦野集会所 10：00～12：00錦野ふれあいサロン
上川口郷集会所 9：30～12：00上川口郷ふれあいサロン

18日（木）
早咲集会所 10：00～12：00早咲ふれあいサロン

16日配布分 9：00まで
大　腸　が　ん　検　診

容器　回収19日（金）

下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00下田の口ふれあいサロン
浜の宮集会所 9：00～09：20
入野本村集会所 9：50～10：10
芝集会所 10：40～11：00

大　腸　が　ん　検　診
容器　配布

錦野集会所 11：20～11：4023日（火）
大方町民館 13：20～13：40
新町集会所 10：00～12：00
緑野集会所 10：00～12：00緑野ふれあいサロン

新町ふれあいサロン

田村集会所 10：00～12：00田村ふれあいサロン24日（水）

23日配布分 9：00まで
大　腸　が　ん　検　診

容器　回収
26日（金）

上田の口集会所 9：30～12：00上田の口ふれあいサロン
加持本村集会所 10：00～12：00加持本村ふれあいサロン
中馬荷集落センター 9：20～09：40
御坊畑集会所 10：10～10：20
上田の口集会所 10：30～10：50
下田の口コミュニティセンター 11：10～11：30

大　腸　が　ん　検　診
容器　配布

30日（火）

出口集会所 13：30～13：50
田野浦集会所（生華園含む） 14：20～14：40

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１０
月
中
旬
か
ら
１１
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

　
　
　
　  

蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

11月 内　　　容 実施場所 実施時間

10月30日配布分

旧北郷小学校

9：00まで2日（金）
大　腸　が　ん　検　診

容器　回収

10：00～12：005日（月） 北郷ふれあいサロン
中馬荷集落センター 9：00～09：05
上田の口集会所 9：25～09：35
土佐西南大規模公園体育館玄関前 9：50～10：10
JA高知はた大方支所 南部事業所 10：30～10：50
保健福祉センター 11：20～11：40
加持ふれあいセンター 13：20～13：30

9日（金）
肺　が　ん　検　診
未　受　診　者　対　象

湊川ふれあいセンター 13：40～13：45
鞭老人憩の家 14：00～14：15
蜷川消防コミュニティセンター 14：30～14：40
上川口分団消防屯所前 14：50～15：10

15：20～15：30有井川集会所
有井川集会所 9：30～12：00有井川ふれあいサロン
旧馬荷小学校体育館 9：30～12：0012日（月） 馬荷ふれあいサロン
保健福祉センター ※13：00～13：3014日（水） 乳児・1歳6カ月健診

注）表中の※印は、受付時間となります。

大
方
地
域
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佐賀地域
10月 内　　　容 実施場所 実施時間

上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン17日（水）
支援センター「こぶし」
総合センター

個別に案内します子 宮 が ん 検 診18日（木）

佐賀保育所 9：30～11：00佐 賀 愛 育 相 談22日（月）
市野瀬集会所 13：30～14：30市 野 瀬 健 康 相 談25日（木）

11月 内　　　容 実施場所 実施時間
藤縄集会所 9：30～11：00藤縄ふれあいサロン5日（月）
総合センター 10：00～12：00３世代ふれあい健診報告会7日（水）
伊与喜集会所 9：30～11：00伊与喜ふれあいサロン8日（木）
保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室9日（金）

川奥集会所 10：00～13：00川奥・荷稲・小黒ノ川
ふ れ あ い サ ロ ン

11日（日）

保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室13日（火）
馬地集会所 9：30～11：00馬地ふれあいサロン14日（水）
鈴漁民センター 10：00～13：00鈴ふれあいサロン15日（木）

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

10月

11月

21日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁0880－66－0013

28日（第4日曜日） 小原外科胃腸科 蕁35－0108 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

03日（文化の日） 吉井病院 蕁34－5005 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

04日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 沢田医院 蕁0880－63－2304

11日（第2日曜日） 中村病院 蕁34－3177 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

佐
賀
地
域

第10回　幡多ふれあい医療公開講座
日時： 10月6日（土）13：30開場   14：00開始
場所：土佐清水市社会福祉センター
内容：＃1“大腸がん”をもっと知ろう
　　　　　 急増する大腸がんの予防・診断・治療について学んでみませんか
　　　  　　　　　　　 　幡多けんみん病院  副院長（外科）　上岡　教人 氏
　　　＃2  地域医療と連携　　　　　渭南病院 院長（外科）　溝渕　敏水 氏
参加費：無料、どなたでも参加できます

○お問い合わせ
　幡多けんみん病院 経営企画課　　　　　　 　　 蕁0880－66－2222
　黒潮町役場 本庁 健康福祉課 保健衛生係　　　　蕁43－2836（直通）
　　　　　　 佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）

パークゴルフ

黒潮町ではパークゴルフ交流大会を開催します
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健

知

袋

康

恵

 　
歯
と
口
の
健
康
は
、
身
体
全
体
の
健

康
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
年

代
で
も
、
元
気
に
食
べ
、
明
る
く
話
し

笑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
、
楽
し

く
話
し
笑
う
た
め
に
、
自
ら
歯
と
口
の

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

【
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
特
徴
・
取
り
組
み
】

○�

妊
娠
期
・
胎
児
期

・
妊
娠
中
は
、
む
し
歯
の
増
加
や
歯
肉

炎
の
進
行
が
み
ら
れ
る
。

・
胎
児
は
、
顎
の
中
で
乳
歯
と
永
久
歯

が
で
き
る
。

○�

乳
幼
児
期（
０
〜
５
歳
）

・
乳
歯
が
生
え
る
前
の
生
後
５
カ
月
ご

ろ
か
ら
、
食
べ
る
機
能
が
発
達
、
形

成
さ
れ
て
い
く
の
で
、
適
切
な
形
態

の
離
乳
食
を
始
め
て
い
く
。

・
乳
歯
は
７
カ
月
ご
ろ
か
ら
生
え
始
め
、

２
歳
半
ご
ろ
に
生
え
そ
ろ
う
。
生
え

始
め
の
歯
は
、
歯
の
質
が
弱
く
、む

し
歯
に
な
り
や
す
い
。

＊
フ
ッ
素
は
、お
茶
な
ど
に
含
ま
れ
る
成

分
の
一つ
で
、適
度
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

歯
の
質
を
強
く
し
、む
し
歯
に
な
り
に

く
い
歯
に
な
り
ま
す
。
現
在
、南
部
保

育
所
、大
方
中
央
保
育
所
で
、週
１
回
、

フ
ッ
素
の
洗
口
液
を
使
用
し
て
１
分
間

の
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を
す
る
フ
ッ
素
洗

口
を
実
施
中
。ま
た
、大
方
く
じ
ら
保

育
所
・
佐
賀
保
育
所
で
も
、今
年
度
中

に
実
施
開
始
予
定
で
す
。

○
�学
齢
期（
６
〜
１７
歳
）

・
乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
生
え
替
わ
る
。

・
歯
や
顎
が
成
長
、
発
達
す
る
。

・
永
久
歯
の
む
し
歯
や
歯
肉
炎
に
か
か

る
子
ど
も
が
増
加
す
る
。

＊
現
在
、
三
浦
小
学
校
・
入
野
小
学
校

に
て
フ
ッ
素
洗
口
を
実
施
中
。

＊
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
剤
と
は
、
フ
ッ

素
が
含
ま
れ
る
歯
磨
き
剤
の
こ
と
で
、

現
在
日
本
で
市
販
さ
れ
て
い
る
歯
磨

き
剤
の
う
ち
約
９
割
程
度
の
も
の
に

フ
ッ
素
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歯
磨
き
の
後
で
使
用
す
る
フ
ッ
素
入

り
ホ
ー
ム
ジ
ェ
ル
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

○�

成
人
期
〜
壮
・
中
年
期（
１８
〜
６４
歳
）

・
成
人
期
は
加
齢
と
と
も
に
む
し
歯
や

歯
周
病
が
進
行
す
る
。

・
歯
周
病
と
全
身
疾
患
（
糖
尿
病
や
心

疾
患
な
ど
）
と
の
関
連
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

・
仕
事
や
家
庭
な
ど
個
人
を
取
り
巻
く

環
境
が
多
様
化
し
、歯
や
口
の
自
己
管

理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
や
す
く
な
る
。

○
高
齢
期（
６５
歳
以
上
）

・
歯
の
数
が
減
り
、
摂
食
・
咀
嚼
・
嚥

下
機
能
の
低
下
や
全
身
的
な
身
体
機

能
の
低
下
が
伴
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。

・
歯
周
病
で
歯
肉
が
下
が
り
、
歯
根
面

が
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
る
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う
！

あ
ご

　
妊
娠
中
も
歯
科
受
診
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
摂
取
や
、
間
食
後
の
歯
み
が
き
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
が
、

お
腹
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
健
康

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

☆
正
し
い
歯
の
磨
き
方
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

☆
フ
ッ
素
洗
口
や
フ
素
入
り
歯
磨
き

剤
な
ど
、
フ
ッ
化
物
を
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

☆
歯
間
部
清
掃
用
具
や
フ
ッ
素
入
り

歯
磨
き
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

☆「
か
み
か
み
百
歳
体
操
」
と
い
う

口
の
体
操
な
ど
、
口
腔
機
能
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

☆
子
ど
も
の
歯
の
仕
上
げ
磨
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

☆
味
覚
や
食
べ
る
機
能
の
発
達
の
た

め
に
、
離
乳
食
や
間
食
回
数
な
ど

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

☆
乳
幼
児
健
診
や
か
か
り
つ
け
歯
科

医
で
行
う
フ
ッ
素
塗
布
や
、
保
育

所
で
の
フ
ッ
素
洗
口
を
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

☆
歯
科
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
歯
間
部
清
掃
用
具
（
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
、
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
）
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

☆
歯
周
病
と
全
身
の
健
康
と
の
関
わ

り
を
理
解
し
、
歯
周
病
を
悪
化
さ

せ
る
喫
煙
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て

認
識
し
、
良
好
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
ゃ
く

え
ん

げ
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福祉用具について
介護保険広報シリーズ熄ガイ ド介護保険介護保険介護保険

◆ 福祉用具を借りる（福祉用具貸与）

＜利用できる福祉用具の種類＞

＜利用できる福祉用具の種類＞

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（直通）

　要介護・要支援認定を受けられた方は、介護保険で『福祉用具』を借りて利用する、または、購
入して利用することができます。今回は福祉用具を「借りる場合」「購入する場合」に利用できる
福祉用具の種類をご紹介します。

　県で指定を受けた指定福祉用具貸与事業所で専門相談員の助言を受けて利用します。

◆ 福祉用具を購入する（福祉用具購入費の支給）

◆ 貸与・購入にかかる利用者負担

　県で指定を受けた指定福祉用具販売事業所で、専門相談員の助言を受けて購入します。

●福祉用具貸与の場合 … 借りる費用の１割
●福祉用具購入の場合 … 購入費用の１割（支給対象限度額は年度ごとに10万円までです。）
※利用については、担当ケアマネジャー、介護保険係へご相談ください。

※要支援1・2、要介護1の方は、原則として①～④以外の福祉用具を介護保険で借りることができ
ません。（ただし、例外として利用できる場合があります。）

①手すり
（工事をともなわないもの）

②スロープ
（工事をともなわないもの） ③歩行器

④歩行補助つえ ⑤車いすとその付属品

①腰掛便座
（補高便座、ポータブルトイレなど）

②入浴補助用具
（入浴用いす、浴槽用手すりなど） ③簡易浴槽

④移動用リフトのつり具の部分 ⑤自動排泄処理装置の交換可能部品

⑥特殊寝台とその付属品

⑦床ずれ防止用具 ⑧体位変換器 ⑨認知症老人徘徊感知機器

⑩移動用リフト
（つり具の部分を除く） ⑪自動排泄処理装置

 福祉用具を上手に利用すれば、介護が必要な方の自立を助ける有効な手だ
てとなります。しかし、適切に利用できなければ、かえって体の衰えを招くことに
なってしまいます。利用にあたっては、どのような福祉用具を選び、活用していけ
ばよいかを担当ケアマネジャーなどと十分協議しましょう。

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～
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◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
学
級
数
９
、
児
童
数

１
１
９
人
、
教
職
員
数

１８
人
で
、

教
育
目
標
を
、「
た
く
ま
し
く
心

豊
か
な
児
童
の
育
成
」
と
し
、
基

礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る（
知
）、一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る（
徳
）、

た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
る（
体
）

取
り
組
み
を
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
協
力
の
も
と
日
々
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
佐
賀
小
の
教
育
活
動【
学
力
】

　
「
話
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
考

え
を
し
っ
か
り
言
え
る
子
ど
も
を

め
ざ
し
て
」
を
研
究
主
題
、
互
い

に
認
め
合
い
、
関
わ
り
合
う
授
業

づ
く
り
を
通
し
て
を
サ
ブ
テ
ー
マ

と
し
て
、
研
究
・
実
践
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
左
記
の
グ
ラ
フ
〔
「
標
準
学
力

調
査
」２
〜
５
年
生
で
４
月
実
施
〕

で
分
か
る
よ
う
に
本
校
の
児
童
の

学
力
は
、
ほ
ぼ
期
待
正
答
率
を
上

回
り
、
あ
る
一
定
学
力
は
つ
い
て

い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
観
点
別
の
値
を
見
る

と
「
話
す
・
聞
く
態
度
」
に
課
題

が
み
ら
れ
、
今
年
度
か
ら
研
究
主

題
を
上
記
の
よ
う
に
変
え
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
聞
く
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み

①
発
表
し
て
い
る
人
の
方
を
見
て
、

聞
く（
反
応
し
な
が
ら
）

②
興
味
・
関
心
の
わ
く
よ
う
な
発

問
の
工
夫

③
聞
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作

る
。（
途
中
で
話
を
切
っ
た
り
、

聞
き
返
し
を
し
た
り
し
て
緊
張

感
を
持
た
せ
る
。）

●
話
す
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み

①
思
考
さ
せ
る
時
間
の
確
保（
ペ

ア
対
話
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活

用
）

②
音
読
発
表
会

③
読
書
タ
イ
ム（
水
曜
日
は
読
み

聞
か
せ
）

④
図
書
室
の
利
用
と
家
庭
学
習（「
毎

日
１０
分
！
読
書
の
時
間
」）

⑤
読
解
力
の
向
上（
こ
と
ば
の
き

ま
り
の
活
用
）な
ど
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
確

か
な
学
力
を
つ
け
る
た
め
の
有
効

な
授
業
（
関
わ
り
合
っ
て
と
も
に

伸
び
る
）
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

今
年
は
、
人
権
・
道
徳
の
授
業
研

究
に
力
を
い
れ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
佐
賀
小
の
教
育
活
動

【
仲
間
づ
く
り
】

「
互
い
に
認
め
合
い
か
か
わ
り
合

え
る
仲
間
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

　
本
校
は
、
人
権
教
育
を
中
心
に

す
え
た
教
育
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。
６
年
間
を
通
し
て
、
互
い
を

信
頼
し
、
学
び
を
と
も
に
共
感
で

き
、
認
め
合
え
る
学
習
集
団
、
あ

た
た
か
な
目
、
優
し
い
態
度
で
接

す
る
こ
と
の
で
き
る
異
学
年
集
団

を
つ
く
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
仲
間
づ
く
り
の
観
点
か
ら
は
、

相
手
を
傷
つ
け
る
言
葉
、
い
や
な

思
い
を
さ
せ
る
言
葉
を
使
わ
な
い

取
り
組
み
と
し
て
、
児
童
会
が
言

葉
に
対
す
る
宣
言
文
を
作
成
し
、

日
々
学
校
全
体
、
学
級
で
確
認
し

合
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
部
落
問
題
学
習
で
は
、
地
域
の

関
係
者
の
方
や
保
護
者
の
方
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
歴

史
学
習
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
に
活
き
、
活
動
で
き
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自

分
や
仲
間
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、

よ
さ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
態
度
や
行
動
に
表
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
学
校
図
書
館
の
取
り
組
み

「
読
書
大
好
き
な
子
ど
も
を
め
ざ

し
て
」

　
本
年
度
は
、
図
書
館
支
援
員
さ

ん
が
毎
日
（
半
日
）
つ
い
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
古
い
本

を
廃
棄
し
、
今
、
読
ん
で
欲
し
い

本
を
工
夫
し
て
陳
列
し
、
月
ご
と

に
環
境
も
変
え
、
子
ど
も
た
ち
を

待
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。
定
期
的

に
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
教
科

書
に
出
て
き
た
作
者
の
本
の
紹
介

や
調
べ
る
学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

し
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
図

書
館
の
来
館
者
が
増
え
、
子
ど
も

た
ち
が
借
り
た
本
の
月
ご
と
の
冊

数
は
な
ん
と
４
月
の
２
倍
以
上
に

な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
読

書
の
芽
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
読
書

が
大
好
き
な
子
ど
も
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
佐
賀
小
図
書
館
を
見

に
お
い
で
て
く
だ
さ
い
。

『
さ
あ
い
こ
う
　
心
広
が
る

　
図
書
室
へ
』（
６
年
女
児
）

◆
お
わ
り
に

　
ど
の
子
も
「
学
校
が
楽
し
い
・

学
校
が
大
好
き
」
と
笑
顔
で
登
校

で
き
る
よ
う
な
学
校
を
め
ざ
し
て

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

佐
賀
小
学
校

『
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な

 児
童
の
育
成
』を
め
ざ
し
て

校
長
　

西
岡
公
子

2年
0

10

国語 期待正答率

国語 本校正答率

算数 期待正答率

算数 本校正答率
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伊
与
喜
小
学
校

校
長
　

橋
田
ま
や

◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
三
方
山
や
伊
与
木
川

と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
も
温
か
く
、

学
校
に
も
と
て
も
協
力
的
な
地
域

で
す
。

　
本
年
度
は
、
児
童
数

２１
人
、
完

全
複
式
の
３
学
級
編
成
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
児
童
は
、
明
る
く
素
直
で
、
休

み
時
間
は
学
年
を
超
え
て
全
校
で

よ
く
遊
び
ま
す
。
ま
た
、
学
習
に

も
ま
じ
め
に
取
り
組
み
、
行
事
や

作
業
も
労
を
い
と
わ
ず
、
よ
く
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
の
考
え
を
発

表
し
た
り
、
学
習
や
活
動
を
主
体

的
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
に
は
や

や
弱
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
学
校
教
育
目
標
を
『
心
豊
か
に

学
び
合
い
高
め
合
う
児
童
の
育
成
』

と
し
、
具
体
的
に

①
め
あ
て
を
持
っ
て
学
ぶ

②
仲
間
と
共
に
学
び
、
高
め
合
う

③
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
す

と
と
ら
え
、
心
豊
か
に
学
び
合
い

高
め
合
い
な
が
ら
、
学
校
と
い
う

集
団
の
中
で
こ
そ
の
学
び
や
、
学

ぶ
喜
び
を
大
切
に
し
た
学
校
経
営

を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
校
内
研
修
の
充
実
と
指
導
力
の
向
上

　
研
究
主
題
を
『
主
体
的
に
学
び

続
け
る
児
童
の
育
成
』
と
し
、
国

語
科
・
算
数
科
を
中
心
と
し
た
基

礎
学
力
の
定
着
、
複
式
授
業
で
の

主
体
的
な
学
び
の
定
着
、
安
心
し

て
学
習
に
取
り
組
め
る
学
級
（
学

校
）、
支
え
合
え
る
仲
間
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
年
間

３０
回
以
上
の

校
内
研
修
と
全
教
員
の
研
究
授
業

を
実
施
し
て
指
導
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
複
式
授
業
に
お
い
て
は
、

よ
り
意
欲
的
・
主
体
的
な
授
業
と

な
る
よ
う
、「
ペ
ア
学
習
」
や
「
と

も
学
び
」
を
取
り
入
れ
、
自
分
の

考
え
を
も
ち
、
表
現
し
伝
え
合
う

力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
て
い
く
た
め
の
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

◆
学
力
向
上
の
取
り
組
み
か
ら
　

①
書
く
力
の
育
成

　
本
校
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
、

「
書
く
力
」
を
つ
け
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、
毎
日
の
帯
タ
イ

ム（
ぐ
ん
ぐ
ん
タ
イ
ム
）で
３
分
間

視
写
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
①
て

い
ね
い
に
速
く
②
こ
と
ば
を
読
み

な
が
ら
③
人
と
競
わ
な
い
）
を
め

あ
て
に
集
中
し
て
書
き
ま
す
。

　
ま
た
、
週
１
回
、
放
課
後
、
硬

筆
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
鉛
筆
の
持
ち
方
や
姿
勢
、

字
形
な
ど
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ち
ら
も

意
欲
的
に
取
り
組
み
、
書
く
力
も

徐
々
に
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

②
言
語
力
の
育
成

　
学
習
規
律
と
し
て
の
言
語
を
定

着
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て

「
言
語
目
標
」
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
学
び
の
土
台
と
な
る
言
語
を
、

日
々
の
授
業
を
中
心
に
全
校
体
制

で
指
導
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に

確
実
に
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
学
力
調
査
の
結
果
か
ら

　
下
記
の
表
は
、
今
年
の
４
月
に

実
施
し
た
標
準
学
力
調
査
の
結
果

で
す
。
学
校
全
体
と
し
て
、
国
語

の
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・

技
能
、
算
数
の
数
量
や
図
形
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解
に
弱
さ
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
学
級
で
も
細
か
い

分
析
を
行
い
、
学
校
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
と
、
学
級
で
取
り
組
む

こ
と
の
両
面
か
ら
全
児
童
の
学
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
 

◆
豊
か
な
心
の
育
成

　
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
子

ど
も
、
自
然
の
営
み
や
地
域
の
方
々
、

家
族
に
感
謝
し
、
ま
た
周
囲
を
思

い
や
る
こ
と
の
で
き
る
心
温
か
い

子
ど
も
を
め
ざ
し
て
、
人
権
教
育
・

道
徳
教
育
を
核
に
、
心
の
教
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
教
科

学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
全
校
道
徳
授

業
・
人
権
教
育
参
観
日
・
親
子
講

演
会
・
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
、

規
範
意
識
や
人
権
課
題
に
気
づ
か

せ
、
行
動
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

◆
体
力
向
上
の
取
り
組
み

　
年
間
を
通
し
て
の
朝
マ
ラ
ソ
ン

や
一
輪
車
、
水
泳
や
駅
伝
の
特
別

練
習
、
日
々
の
体
育
授
業
の
工
夫

と
充
実
に
取
り
組
み
、
体
力
・
運

動
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
そ

し
て
、
心
も
体
も
豊
か
な
子
ど
も

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

◆
上
級
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

育
成

　
毎
日
の
集
団
登
下
校
や
学
校
行

事
な
ど
、
す
べ
て
の
活
動
に
お
い

て
５
・
６
年
生
が
お
手
本
を
示
し
、

し
っ
か
り
と
下
級
生
を
リ
ー
ド
し

て
い
き
ま
す
。
下
級
生
は
そ
ん
な

上
級
生
に
追
い
つ
こ
う
と
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
水
曜
日
の
お
昼
休
み
に
は
、
児

童
会
主
催
の
「
全
校
遊
び
」
を
行

い
、
遊
び
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

平成24年度 標準学力調査結果より

※目標値を「１」とした本校の平均正答率指数

2年

1.06 1.33 0.89 1.05

1.07

国語

算数 1.23 1.06 0.87

3年 4年 5年

『
心
豊
か
に
学
び
合
い
高
め
合

　
う
児
童
の
育
成
』を
め
ざ
し
て

「ぐんぐんタイム」での視写の様子

みんなで一輪車！



澑広報くろしお  №79　2012（平成24）年10月号

歳　入 歳　出 歳　出

　
平
成

２３
年
度
の
歳
入
総
額
は

９５

億
８
８
３
３
万
円
、
前
年
度
比
８
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
少
の
主
な
要
因
は
大
型
建
設

事
業
の
終
了
に
よ
る
国
庫
支
出
金

や
地
方
債
借
入
額
の
減
少
と
、
地

方
債
の
繰
上
償
還
の
た
め
の
基
金

取
崩
し
額
が
平
成

２２
年
度
と
比
較

し
て
大
幅
に
下
回
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
ま
す
。

　
歳
入
の
構
成
は
普
通
交
付
税
と

特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た
地
方
交

付
税
が
全
体
の

４３
・
６
％
を
占
め

て
お
り
、
町
税
を
含
め
た
自
主
財

源
が
全
体
の

１７
・
６
％
し
か
な
く
、

国
や
県
の
財
政
支
援
に
依
存
し
た

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
債
に
つ

い
て
は
過
疎
対
策
事
業
債
（

１０
億

６
４
５
０
万
円
）、
旧
合
併
特
例

事
業
債（
１
億
１
１
２
０
万
円
）、

辺
地
対
策
事
業
債（
９
０
４
０
万

円
）な
ど
の
地
方
交
付
税
措
置
の

高
い
有
利
債
の
借
入
を
行
っ
て
お

り
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
な
が
ら
、
黒
潮

町
に
必
要
な
ハ
ー
ド
整
備
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は

９３
億
３
７
３
７
万

円
、
前
年
度
比
５
・
４
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
は
情
報
基
盤
整

備
事
業
の
伝
送
路
工
事
や
佐
賀
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

完
了
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
４
億

１
１
９
６
万
円（

１３
・
３
％
減
）の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公

債
費
は
平
成

２２
年
度
の
繰
上
償
還

分
と
の
差
額
に
よ
り
３
億
３
２
０

９
万
円（

１９
・
３
％
減
）の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
で
の
構
成
を
見
る
と
、

情
報
基
盤
事
業
や
各
種
選
挙
、
統

計
調
査
な
ど
を
含
む
総
務
費
が
全

体
の

２２
・
４
％（

２０
億
９
０
６
１

万
円
）と
な
っ
て
お
り
、
続
い
て

保
育
所
運
営
な
ど
の
子
育
て
支
援

や
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福

祉
の
民
生
費
が

２０
・
７
％（

１９
億

３
２
９
７
万
円
）、
地
方
債
の
元

利
償
還
費
の
公
債
費
が

１４
・
９
％

（
１３
億
８
９
６
１
万
円
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶
助

費
・
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的

経
費
が
全
体
の

３８
・
５
％
、
普
通

建
設
事
業
と
災
害
復
旧
事
業
を
合

わ
せ
た
投
資
的
経
費
が

２９
・
２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
繰
越
明
許
を
含
む
）

黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況
【お問い合わせ】本庁 総務課 財務係　蕁43－2112（直通）

平成23年度

※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。

一般会計決算の状況

決算収支歳　　出歳　　入

歳　　　　入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

2億5,096万円93億3,737万円95億8,833万円一般会計（繰越明許含む）

その他依存財源
2.3%
2億2,299万円

町税　8.8%
8億4,298万円

繰入金
1.8%
1億7,737万円

その他自主財源
7.0%
6億6,854万円

その他自主財源
7.0%
6億6,854万円

地方交付税
43.6%
41億7,595万円

国庫支出金
11.2%
10億7,537万円

国庫支出金
11.2%
10億7,537万円

町債
16.5%
15億8,161万円

県支出金
8.8%
8億4,353万円

依存財源
82.4%
78億9,944万円

依存財源
82.4%
78億9,944万円

自主財源
17.6%
16億8,888万円

自主財源
17.6%
16億8,888万円

その他
4.2%
3億9,445万円

公債費
14.9%
13億8,961万円

繰出金
7.8%
7億3,028万円

投資的経費
29.2%

27億2,584万円

投資的経費
29.2%

27億2,584万円

その他経費
32.3%

30億1,430万円

その他経費
32.3%

30億1,430万円
義務的経費
38.5%
35億9,723万円

義務的経費
38.5%
35億9,723万円

その他
8.3%
7億7,059万円

民生費
20.7%
19億3,297万円

民生費
20.7%
19億3,297万円

総務費
22.4%
20億9,061万円

教育費
14.8%
13億8,249万円

公債費　14.9%
13億8,961万円

人件費
17.8%
16億5,939万円

物件費
11.8%
11億460万円

物件費
11.8%
11億460万円

補助費等
8.4%
7億8,497万円

普通建設事業費
28.7%
26億8,178万円

災害復旧事業費
0.5%
4,406万円

土木費
8.2%
7億6,674万円

農林水産業費
5.4%
5億1万円

衛生費
5.4%
5億435万円

衛生費
5.4%
5億435万円

扶助費
5.9%
5億4,823万円

◆ 

歳
入
決
算
（
収
入
）

◆ 

歳
出
決
算
（
支
出
）

歳　出
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地方交付税

歳入（収入）一覧
決　算　額

41億7,595万円

1人当たり

32万7,937円

町　　　債 15億8,161万円 12万4,203円

国庫支出金 10億7,537万円 8万4,449円

県 支 出 金 8億4,353万円 6万6,242円

町　　　税 8億4,298万円 6万6,199円

繰　入　金 1億7,737万円 1万3,928円

そ　の　他 8億9,153万円 �7万12円

合　　計 95億8,833万円 75万2,970円

総　務　費

総務費
　地域維持活性化交付金事業� 1,021万円
　情報基盤整備事業� 5億6,576万円
　携帯電話エリア整備事業� 3,970万円

民生費
　子ども手当� 1億1,708万円
　あったかふれあいセンター事業� 886万円
　障がい者自立支援給付費� 1億9,506万円
　自立支援医療費� 3,158万円

衛生費
　乳幼児医療費助成事業� 1,053万円
　水道未普及地域解消事業� 778万円
　合併浄化槽設置整備事業� 1,307万円

労働費
　緊急雇用創出臨時特例基金事業� 5,142万円
　ふるさと雇用再生特別交付金事業�9,447万円

歳出（支出）一覧
【目的別】

決　算　額

20億9,061万円

1人当たり

16万4,175円

民　生　費 19億3,297万円 15万1,796円

公　債　費 13億8,961万円 10万9,126円

教　育　費 13億8,249万円 10万8,567円

土　木　費 7億6,674万円 6万212円

衛　生　費 5億435万円 3万9,606円

農林水産業費 5億1万円 3万9,266円

そ　の　他 7億7,059万円 6万514円

合　　計 93億3,737万円 73万3,263円

普通建設事業費

決　算　額

26億8,178万円

1人当たり

21万600円

人　件　費 16億5,939万円 13万312円

公　債　費 13億8,961万円 10万9,126円

物　件　費 11億460万円 8万6,744円

補 助 費 等 7億8,497万円 6万1,644円

繰　出　金 7億3,028万円 5万7,349円

扶　助　費 5億4,823万円 4万3,052円

そ　の　他 4億3,850万円 3万4,436円

合　　計 93億3,737万円 73万3,263円

【性質別】

一般会計決算額

平成23年度の主な事業とその決算額
農林水産業費
　レンタルハウス整備事業� 1,689万円
　佐賀地区漁業集落環境整備事業� 4,429万円

土木費
　町道馬荷線道路改良事業� 9,784万円
　町道湊川線道路改良事業� 3,347万円
　町道拳ノ川若山線道路改良事業� 1,287万円

消防費
　耐震性防火水槽設置事業� 1,447万円
　消防ポンプ自動車整備事業� 2,480万円
　避難道等整備事業� 2,279万円

教育費
　佐賀中学校校舎改築事業� 4億7,043万円
　佐賀中学校屋体改築事業� 2億1,504万円
　佐賀小学校屋体耐震改修事業� 3,260万円
　三浦小学校校舎改築事業� 1億6,600万円

※1人当たり
　決算額を平成24年3月31日の
町人口12,734人で割った金額。
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財政健全化法による財政指標について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成23年度決算に基づく4つの健
全化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しました。この指標が基準以上となる場合には財政
健全化計画などを策定することが義務付けられています。黒潮町ではすべての数値が基準値を下回
っています。

○実　質　赤　字　比　率　普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
○連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率
○実質公債費比率　普通会計が負担する起債の元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率
○将　来　負　担　比　率　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
○資　金　不　足　比　率　公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率
※「－」は実質赤字額・連結実質赤字額及び資金不足額が無いことを意味します。
※標準財政規模とは、標準的な状態で通常収入される見込みの一般財源の規模を言います。

平成23年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － 14.94% 20.0%

連結実質赤字比率 － 19.94% 30.0%

実質公債費比率 11.9% 25.0% 35.0%

将来負担比率 23.3% 350.0%

資金不足
比率

経営健全化
基準

水道事業会計 － 20.0%

農業集落排水事業会計 － 20.0%

漁業集落排水事業会計 － 20.0%

特別会計決算の状況

歳　　入

1,032万円住宅新築資金等貸付事業

2,618万円宮川奨学資金

17億1,778万円給与等集中処理

18億8,100万円国民健康保険事業

6,511万円国民健康保険直診事業

15億8,431万円介護保険事業

1,552万円介護サービス事業

3,756万円農業集落排水事業

462万円漁業集落排水事業

1億6,223万円後期高齢者医療保健事業

7,130万円情報センター事業

2億360万円収益的収支

資本的収支
水道事業

1億1,122万円

歳　　出

859万円

2,618万円

17億1,778万円

19億1,631万円

6,454万円

15億8,059万円

1,552万円

3,686万円

455万円

1億6,223万円

7,130万円

1億9,567万円

1億9,742万円

決算収支

173万円

0円

0円

▲3,531万円

57万円

372万円

0円

69万円

7万円

0円

0円

792万円

▲8,620万円

　
特
定
の
事
業
を
行
な
う
た
め
の

特
別
会
計
は
公
営
企
業
会
計
の
水

道
事
業
を
含
め
て

１２
会
計
あ
り
ま

す
。

　
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
を
除
い

た
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

５５
億

７
５
９
２
万
円
、
歳
出
総
額
は

５６

億
４
４
６
万
円
で
歳
入
歳
出
の
差

引
総
額
は
２
８
５
４
万
円
の
不
足

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

※水道事業における不足額は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調
整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんされています。

基金の状況

※基金および地方債残高ともに公営企業法適用の水道会計を除いた額となっています。

平成22年度末現在� 40億7,883万円

� （前年度比9,925万円減）

住民1人当たりにすると� 31万3,564円

地方債残高の状況

平成22年度末現在高� 106億8,263万円

� （前年度比1億7,439万円増）

住民1人当たりにすると� 82万1,236円

※国民健康保険事業の不足額は翌年度歳入充用金で
補てんされています。

※水道事業の不足額は当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資
金で補てんされています。

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計
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鹿
々
場
は
浮
鞭
か
ら
少
し
山
の
方
に

入
っ
た
、
周
り
を
山
に
囲
ま
れ
た
広
い

平
野
で
す
。
浮
津
と
鞭
の
間
を
南
流
す

る
小
川
（
こ
ぐ
た
川
）
に
面
し
て
い
る

の
で
、
平
野
の
ほ
と
ん
ど
は
田
ん
ぼ
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鹿
々
場
古
窯
址
群
は
、
小
川
の
左
岸

に
あ
る
畑
の
山
際
に
築
か
れ
た
、
須
恵

器
を
焼
成
す
る
窖
窯
跡
で
す
。
昭
和

４０

（
１
９
６
５
）年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
２（
１
９
９
０
）年
旧
大
方
町
文

化
財
指
定
。

　　
発
見
当
時
、
付
近
の
小
川
や
岸
に
、

開
墾
時
出
土
し
た
須
恵
器
（
焼
成
時
の

不
良
品
）
が
多
量
に
散
乱
し
て
い
ま
し

た
。

　
窯
体
は
４
〜
５
基
で
、
調
査
時
に
は

灰
源
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
周
辺
の
畑
や
水
田
に
は
工
房

址
、
住
居
址
の
存
在
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
代
の
町
内
の
宮
崎
遺
跡
（
加

持
）や
そ
の
他
の
遺
跡
か
ら
、
こ
の
窯

で
焼
成
し
た
須
恵
器
や
同
破
片
が
多
く

出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
祭
祀
用
具

と
生
活
用
具
の
両
方
で
す
。

　
出
土
遺
物
の
特
徴
か
ら
、
８
世
紀
か

ら
９
世
紀
ご
ろ
の
遺
跡
で
す
。

　
土
佐
で
須
恵
器
が
生
産
さ
れ
だ
し
た

の
は
７
世
紀
以
降
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
少
な
く
と
も
７
世
紀
末
ご
ろ
に
は
、

こ
の
地
方
で
も
須
恵
器
の
生
産
が
始
ま

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
須
恵
器
窯
跡
は
、
鞭
地
区
内
に
別
に

１
カ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、こ

の
時
代
の
大
方
地
域
の
生
活
文
化
を
考

え
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
す
。

　
日
本
で
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま

で
生
産
さ
れ
た
陶
質
土
器
で
す
。

　
青
灰
色
で
硬
く
、
同
時
期
の
土
師
器

と
は
色
と
質
で
明
瞭
に
区
別
で
き
ま
す
。

　
５
世
紀
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
り
、

古
墳
後
期
の
６
世
紀
に
は
列
島
各
地
で

須
恵
器
窯
が
作
ら
れ
、
須
恵
器
が
生
産

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
に
祭
祀
や
副
葬
品
に
用
い
ら
れ
ま

し
た
が
、
普
及
が
進
ん
だ
後
期
に
な
る

と
集
落
内
か
ら
も
出
土
し
、
西
日
本
で

は
須
恵
器
、
東
日
本
で
は
土
師
器
が
優

勢
と
い
う
違
い
が
現
れ
ま
し
た
が
、
奈

良
時
代

１０
世
紀
に
は
絶
え
ま
し
た
。

　
昭
和

４３（
１
９
６
８
）年
に
「
色
見
ダ

バ
遺
跡
」
、
昭
和

４８（
１
９
７
３
）年
に

「
東
ダ
バ
遺
跡
」
と
「
奥
ダ
バ
遺
跡
」

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和

６２（
１
９
８
７
）年
、
県
が
こ
れ

ら
の
遺
跡
を
併
せ
て
「
鞭
遺
跡
」
と
改

称
し
ま
し
た
。

　
範
囲
も
鞭
の
上
地
区
の
全
体
に
及
ん

で
お
り
、
縄
文
期
か
ら
中
世
（
平
安
後

期
、
室
町
）
期
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡

で
す
。

　
遺
物
は
、
中
世
の
土
器
を
除
き
、
す

べ
て
石
鏃
類（
ヤ
ジ
リ
）を
主
と
す
る
石

器
類
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
狩
猟
に
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
遺
跡
は
定
住

地
で
は
な
く
、
狩
猟
の
場
、
つ
ま
り
縄

文
人
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。

　
中
世
の
土
器
は
、
隣
接
す
る
鹿
々
場

古
窯
址
群
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

 （
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.19

『
鹿
々
場
古
窯
址
群
』

し

し

ば

こ

あ
と

ぐ
ん

よ
う

■ 

古
窯
址
群

■ 

須
恵
器

■ 

鞭
遺
跡

あ
な
が
ま

す

さ
い

し

え

き

は

じ

き

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

埋
蔵
文
化
財
ツ
ア
ー

　
鹿
々
場
古
窯
址
群
、鞭
遺
跡
、

早
咲
遺
跡
を
中
心
に
『
文
化
財
を

巡
る
ツ
ア
ー
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
各
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

付
加
保
険
料
で
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
に
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金（
年
間
受
け
取
り
額
）は
、

「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
」
で
計
算

さ
れ
ま
す
。
２
年
以
上
受
給
す
る
と
、

支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付
加

年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
お
得

で
す
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
お
申
し

込
み
の
月
分
か
ら
と
な
り
、
定
額
保

険
料（
月
額
１
万
４
９
８
０
円
）を
納

付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
や
、
年
金
保
険
料
の
免
除

該
当
者
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
の
お
申
し
込

み
は
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ

お
願
い
し
ま
す
。
後
日
、
年
金
事
務

所
か
ら
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
で
積
立
て
て
年
金
を

増
や
す
方
法
も
あ
り
ま
す
！

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
だ

け
に
加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
な
ど

の
方
に
、
よ
り
充
実
し
た
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
し
て
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
方

は
、

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
第
１
号
被

保
険
者
の
方
で
す
。
な
お
、
国
民
年

金
基
金
加
入
者
は
、
上
記
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
基
金
に
は
、「
地
域
型

国
民
年
金
基
金
」
と
「
職
能
型
国
民

年
金
基
金
」
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
を

加
入
希
望
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料

と
は
別
に
掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
の
申
し

込
み
は
、
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
年

金
基
金
へ
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
の
届
出
に
つ
い
て

　
日
本
に
住
む

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ

ガ
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
や
、
一

家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な

ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守

っ
て
く
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
あ

の
時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（

２０
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
中
の
方
は
、
加
入
手

続
き
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者
納

付
猶
予
」「
保
険
料
免
除
制
度
」
な

ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
・
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場

ま
た
は
年
金
事
務
所
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

　
地
域
型
国
民
年
金
基
金

蕁
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

こんなときには届出が必要です　～20歳以上60歳未満の方～
国民年金の届出は加入する時だけでなく、被保険者種別が変わったときにも必要です。

■第1号被保険者…国民年金加入者　　　■第2号被保険者…厚生年金や共済年金加入者
■第3号被保険者…第2号被保険者の扶養対象配偶者（国民年金加入者）

届出が必要なとき

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く。）

退職したとき
（厚生年金や共済年金加入者）

配偶者に扶養されていたが、配偶者が
厚生年金、共済年金を辞めたとき

異動の内容

第1号被保険者になります。

持参するもの

●印鑑
（本人自署の
場合は不要）

届出先

役場または
年金事務所

第2号被保険者から第1号被保険者にな
ります。（第3号被保険者に該当する場
合を除く。）

第3号被保険者から第1号被保険者にな
ります。

●印鑑
（本人自署の
場合は不要）

●年金手帳
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ
「
ご
み
収
集
に
つ
い
て
」

　
皆
さ
ん
に
は
、
ご
み
の
分
別
や
減
量

化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
は
、
黒
潮
町
指
定
の
ご
み

袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
物
を
収
集
し
て

い
ま
す
。

　
合
併
前
の
ご
み
袋（「
大
方
町
」、「
佐

賀
町
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
ご
み
袋
）

は
、
現
在
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
佐
賀
町
で
以
前
に
使
用
し

て
い
た
「
分
別
収
集
専
用
ご
み
袋
」
を
、

家
庭
ご
み
用
と
し
て
使
用
し
て
も
差
し

支
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、「
分
別

収
集
専
用
ご
み
袋
」
は
透
明
の
袋
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護
の
ご

配
慮
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、

料
金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。
　
　

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１０
月

１７
日（
水
）午
前

１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
セ
ン
タ
ー（
佐
賀
支
所
前
）

・
１０
月

１９
日（
金
）午
前

１０
時
〜
正
午

　
有
井
川
多
目
的
研
修
集
会
所

・
１０
月

１９
日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本
庁
前
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
多
重
債
務
の
相
談
は
最
近
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
景
気
低
迷
が
続
く
中
、

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
、
失
業
な
ど

に
よ
り
返
済
が
極
め
て
困
難
な
多
重
債

務
状
態
に
陥
っ
て
い
る
人
が
多
数
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
に
多
額
の
借
金
で
も
必
ず
解

決
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。
自
分
一
人

で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
解
決
方
法

①
任
意
整
理

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
、
債
権
者（
借

入
先
）と
直
接
交
渉
を
し
、
利
息
の

再
計
算
や
返
済
方
法
の
見
直
し
を
す

る
方
法
。

②
特
定
調
停

裁
判
所
に
申
立
て
を
し
、
裁
判
所
が

債
権
者（
借
入
先
）と
債
務
者（
借
金

を
し
て
い
る
人
）の
間
に
入
り
、
利

息
の
再
計
算
や
返
済
方
法
の
見
直
し

を
す
る
方
法
。

③
自
己
破
産

裁
判
所
に
申
立
て
を
し
、
最
低
限
の

生
活
用
品
な
ど
を
除
い
た
す
べ
て
の

財
産
を
換
価
し
て
、
そ
こ
か
ら
債
権

者（
借
入
先
）に
返
済
し
、
残
り
の
借

金
を
全
額
免
除
し
て
も
ら
う
方
法
。

④
個
人
再
生

裁
判
所
に
申
立
て
を
し
、
マ
イ
ホ
ー

ム
や
財
産
を
手
元
に
残
し
な
が
ら
借

金
の
総
額
を
原
則
１
０
０
万
円
ま
た

は
５
分
の
１
ま
で
減
ら
し
、
そ
の
後

原
則
３
年（
最
長
５
年
）で
返
済
し
て

い
く
方
法
。
な
お
、
継
続
的
に
一
定

の
収
入
が
必
要
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

◆
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の

　
６
つ
の
心
得

①
自
分
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ

て
生
活
設
計
を
す
る

②
基
本
的
に
借
金
は
し
な
い

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
枚
数
は
最
小

限
に
す
る

④
安
易
に
保
証
人
に
は
な
ら
な
い

⑤
借
金
返
済
の
た
め
の
借
り
入
れ
は
し

な
い

⑥
ヤ
ミ
金
に
は
関
わ
ら
な
い

○
お
問
い
合
わ
せ

　
四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

蕁
３
４
―
６
３
０
１（
直
通
）

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３（
直
通
）

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

〜
多
重
債
務
に
つ
い
て
〜

１０
月
の
第
３
月
曜
日
か
ら
１
週
間
は

行
政
相
談
週
間

　
総
務
省
で
は
、
毎
年
１０
月
に
「
行
政

相
談
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
て
い
る

こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
総

務
省
の
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
黒
潮
町
で
も
右
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
分
け
れ
ば
資
源
・
混
ぜ
れ
ば
ご
み
〜

ご
み
の
出
し
方
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９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
支
援
を
拡
充
す
る
た
め
、

１０
月

１
日
か
ら
対
象
者
を
中
学
３
年
生
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の
お

子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
を
お
忘
れ
の
方
は
、
至

急
左
記
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
に
は
対
象
児
童
の
被
保

険
者
証
が
必
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
・
福

祉
医
療
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

や
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
対
象
外
で

す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

１０
月
１
日
か
ら
の
乳
幼
児
医
療
費

制
度
に
は
申
請
が
必
要
で
す
！

実施医療機関

黒潮町に住民登録があり、接種当日に次の①・②のいずれかに該当する方。

　①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満で、心臓・じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極

度に制限される程度の障がいのある方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に
日常生活がほとんど不可能な程度の障がいのある方（身体障害者手帳1級に相当する方）

対　象　者

県下の医療機関で、平成24年10月1日から12月31日まで受けられます。
すべての医療機関が実施しているわけではありませんので、事前に電話な
どでお問い合わせしてから受診してください。

黒潮町では下記の医療機関で予防接種を受けられます。

実 施 期 間

予約の必要などがありますので、事前に希望の医療機関に接種日時をご確
認のうえ、健康保険証を持参し、接種を申し出てください。

お申し込み

自己負担金　1,000円
（公的負担で接種できるのは、上記実施期間中1回だけです。）

　※生活保護受給者の方は、免除証明書を持参すれば自己負担金が免除となります。
　　免除対象の方は、下記までお問い合わせください。

※被接種者本人の意思確認が最終的にできない場合は、予防接種法に基づいた接種を行
うことができません。

接 種 料 金

お問い合わせ   本庁 健康福祉課 保健衛生係　　      蕁43－2836（直通）
  佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）

実施医療機関

大方クリニック
43－2255

実施期間

10月15日（月）～12月29日（土）

実施日

月曜日から土曜日
ただし祝日を除く

実施時間

午前／8：30～12：00
午後／1：30～4：00
水・土は12:00まで

佐 賀 診 療 所
55－2037

10月1日（月）～12月28日（金） 月曜日から土曜日
ただし祝日を除く

午前／8：30～12：30
午後／3：00～6：00
水・土は午前中のみ

拳 ノ 川 診 療 所
55－7111

10月1日（月）～12月28日（金） 月・火・木・金曜日
ただし祝日を除く

午前／8：30～12：00
午後／2：00～4：30
月・火午後は出張診療から戻り次第

高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

平
成
２４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
実
施
し
ま
し
た

大屋式地区では、法被や太鼓、提灯、
紅白幕、テントなどを購入しました。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
健
全
な
発
展

が
図
ら
れ
る
よ
う
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
大
屋
式
地
区
】

伝
統
芸
能
備
品
や
テ
ン
ト
な
ど
を
整
備

　
地
元
住
民
に
よ
っ
て
代
々
継
承
し
て

き
た
祭
り
を
、
今

後
も
引
き
続
き
開

催
で
き
る
よ
う
に

必
要
な
備
品
を
購

入
し
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

現
在
、
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
地
域
に
は
、
８
月
下
旬
よ
り
準

備
調
査
に
入
り
、
名
簿
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
す
る
世

帯
に
は
、
役
場
よ
り
調
査
依
頼
は
が
き

を
送
付
し
、
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入

の
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
世
帯
の
方
は
、

調
査
票
の
記
入
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
票
の
提
出
時
に
は
、
調

査
員
が
記
入
漏
れ
な
ど
が
な
い
か
確
認

し
ま
す
。
も
し
、
記
入
漏
れ
や
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
加
筆
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
正
確
な
統
計
デ
ー
タ
と
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

就
業
構
造
基
本
調
査
の
調
査
票
に

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
！

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS

●全線100円キャンペーン
　土佐くろしお鉄道中村・宿毛線の普通列車
運賃を全区間100円とします。
○実施日：10月14日（日）
※普通列車1回の乗降について100円です。
※特急列車の運賃は通常どおりです。

●元気が出るイベント in 土佐入野駅
　大方高校2年生と高知黒潮若者サポートステーションが、みんなが元気になるイベントを行います。
○開催日時：10月14日（日）11：00～16：00（少雨決行）
○場　　所：土佐入野駅前ロータリーおよび周辺地域
○開催内容：地元高校生らのライブ、ダンス、飲食マーケット、手作り雑貨販売、農産品販売など

●アンパンマン列車　見学・撮影会
○開催日時：10月14日（日）14：00～14：30
○対　　象：小学校卒業までのお子さん
　　　　　　（保護者の同伴をお願いします。）
※事前に申込が必要です。希望者は土佐くろしお鉄道

へご連絡ください。
※先着10名の方は駅長の制服を着て撮影ができます。
（小学校低学年まで）申込時に身長を教えてください。

サニーくん サンコちゃん

【お申し込み・お問い合わせ】
　土佐くろしお鉄道㈱ 営業課（土佐くろしお鉄道中村駅内） 蕁35－4962
　黒潮町役場 本庁 総務課 企画振興係　                            蕁43－2177（直通）

10月14日は鉄道の日 明治5年10月14日に日本初の鉄道が開通したことから、毎年10
月14日は鉄道の日に指定されています。土佐くろしお鉄道でも記念イベントを実施します。この機会に
ぜひ鉄道を利用してみてください。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
今
年
度
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
遊
学
で
は
、

健
康
な
身
体
づ
く
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
食

文
化
を
中
心
に
据
え
、
人
権
を
楽
し
く

学
ぶ
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
す
機
会

と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
講
座

１０
月

１０
日（
水
）
午
後
７
時
〜

内
容
　
ア
ロ
ハ
の
風
・
簡
単
に
で
き
る

　
　
　
骨
盤
体
操

講
師
 「

ほ
っ
と
整
骨
院
」

　
　
　
　
　
森
田
　
傑
さ
ん

◆
第
２
講
座

１１
月
５
日（
月
）午
後
６
時

３０
分
〜

内
容
　
手
軽
に
イ
タ
リ
ア
ン

講
師
 「

エ
ル
バ
」
シ
ェ
フ浜

町
 

済
さ
ん

◆
第
３
講
座

１２
月

１９
日（
水
）午
後
６
時

３０
分
〜

内
容
　
昔
な
が
ら
の
お
せ
ち
料
理

講
師
　「
栄
養
士
」
　
饌
田
佐
惠
さ
ん

◆
第
４
講
座

平
成

２５
年
１
月

２６
日（
土
）

内
容
　
心
を
磨
こ
う

　
　
　（
横
浜
解
放
ま
つ
り
に
参
加
）

◆
第
５
講
座

平
成

２５
年
３
月
中
旬
ご
ろ

内
容
　
薬
膳
料
理
と
人
権
学
習（
予
定
）

募
集
人
数
　

２０
名（
先
着
順
）

場
所
　
佐
賀
老
人
憩
の
家
、
他

※
第
５
講
座
は
野
外
研
修
を
予
定
。

申
込
締
切
　
各
講
座
の
３
日
前

参
加
料
　
無
料

※
第
２
・
３
・
５
講
座
の
み
実
費
負
担
あ

り
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
佐
賀
町
民
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
、
書
道
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
生
徒
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
参
加
を
希
望
す
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
　

１１
月
〜
平
成

２５
年
３
月

　
　
　
月
２
回
（
隔
週
土
曜
日
予
定
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

※
１１
月
初
旬
ご
ろ
に
準
備
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
者
に
は
後
日
、
日
程
表

を
配
布
し
ま
す
。

場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館 

２
階 

会
議
室

講
師
　
大
方
墨
の
会
　
國
見
 

惺
さ
ん

定
員
　

２５
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
準
備
物
は
参
加
者
負
担
。

募
集
締
切
　

１０
月

１９
日（
金
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

　（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
家
族
の
座
談
会
は
、
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
集
ま
り
、
日
々

の
介
護
の
戸
惑
い
、
悩
み
、
喜
び
な
ど
、

互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合
う
集
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
方
の
思
い
や
体
験

談
な
ど
を
語
り
合
い
、
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程
　

１０
月

２３
日（
火
）

　
　
　
午
前
９
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分

場
所
　
黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本

庁
前
）
２
階 

健
康
研
修
室

○
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

　
高
知
県
で
は
、「
お
接
待
の
こ
こ
ろ
」

で
つ
な
が
る
高
知
の
お
も
て
な
し
を
推

進
す
る
一
環
と
し
て
、
毎
年
秋
に
県
内

で
の
一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
次
の
内
容
で
「
あ
っ

た
か
高
知
。
秋
の
お
も
て
な
し
一
斉
清

掃
」
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
自
由
で
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
１０
月

１６
日（
火
）

　
午
後
２
時

３０
分
〜
４
時

※
荒
天
時
は

１７
日（
水
）に
順
延

集
合
場
所

・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
 

土
佐
入
野
駅

・
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お
が
た

・
カ
ツ
オ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
黒
潮
一

番
館

・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
 

土
佐
佐
賀
駅

※
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
は
こ
ち
ら
で
準
備
し

ま
す
。
火
ば
さ
み
を
お
持
ち
の
方
は

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
集
め
た
ゴ
ミ
は
当
日
回
収
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
３（
直
通
）

め
ざ
せ
心
と
健
康
へ
の
金
メ
ダ
ル
！

「
２
０
１
２
年
度
ヒ
ュ
ー
マ
ン
遊
学
」

受
講
生
募
集

細
字
実
用
書
道
教
室
生
徒
募
集

認
知
症
の
人
を
抱
え
る
家
族
の
座
談
会

S
U

P

P O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

「
あ
っ
た
か
高
知
。
秋
の
お
も
て
な

し
一
斉
清
掃
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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黒潮町ケーブルテレビ

10月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

時

6

番　　　　組

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500
E-Mail  iwktv@iwk.ne.jp

（土・日・祝日・年末年始を除く9：00～17：00）
（土・日・祝日・年末年始を除く8：30～17：15）

◆ＩＷＫＮＥＷＳ…まちの出来事をお送りします。
◆耳をすまして…まちの人による絵本の読み聞かせ番組。
◆こじゃんと夢中!!みんなのサークル…サークルや部活動など、夢中な人をご紹介。
◆教えて!!まちのお店舗さん…黒潮町のお店をご紹介します。
◆ふるさと散策…黒潮町内を散策、再発見します。

◆お話玉手箱…町内の民話、伝承などを紙芝居で楽しめます。
◆料理deぽん…町内のいろんなごちそうをご紹介。
◆図書館どうでしょう…図書館の新刊をご紹介。
◆ザ☆黒潮人…町内に住む「人」にクローズアップ
◆くろしお☆チルドレン…黒潮町の子どもたちをご紹介します。

ＩＷＫＴＶ自主放送番組内容のご紹介 番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  耳をすまして
40  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
55  ふるさと散策

7

00  教えて!! まちのお店舗さん
15  図書館どうでしょう
20  料理deぽん
35  お話玉手箱
50  ザ☆黒潮人

11

10  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
25  ふるさと散策
30  教えて!!まちのお店舗さん
45  図書館どうでしょう
50  料理deぽん

12

05  お話玉手箱
20  ザ☆黒潮人
35  くろしお☆チルドレン
40  サイエンスチャンネル
55  Kochi on TV!

◆第65回高知県秋季四国地区高校野球大会高知予選
　準々決勝～決勝・三位決定戦
　10 月6日（土）・7 日（日）・13 日（土）・14 日（日）
　生中継　9：45～試合終了まで
　再放送　当日19：00～試合終了まで

◆第65回高知県秋季四国地区高校野球大会
　10 月27 日（土）・28 日（日）
　1回戦・準々決勝
　生中継　9：45 ～試合終了まで
　再放送　当日22：00 ～試合終了まで
　　　　　（ただし高知県勢の試合のみ）

13 55  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）

14 05  歯っぴ～ライフ
10  片さんのFish!おふ

9

25  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）
35  歯っぴ～ライフ
40  片さんのFish!おふ

8
05  くろしお☆チルドレン
10  サイエンスチャンネル
25  Kochi on TV!

10
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  耳をすまして

特
別
番
組

時

15

番　　　　組
00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  耳をすまして
40  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
55  ふるさと散策

16

00  教えて!! まちのお店舗さん
15  図書館どうでしょう
20  料理deぽん
35  お話玉手箱
50  ザ☆黒潮人

20

10  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
25  ふるさと散策
30  教えて!!まちのお店舗さん
45  図書館どうでしょう
50  料理deぽん

21

05  お話玉手箱
20  ザ☆黒潮人
35  くろしお☆チルドレン
40  サイエンスチャンネル
55  Kochi on TV!

※24：00～翌朝6：00までは「ショップチャンネル」を
　放送します。

22 55  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）

23

24

05  歯っぴ～ライフ
10  片さんのFish!おふ

18

25  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）
35  歯っぴ～ライフ
40  片さんのFish!おふ

17
05  くろしお☆チルドレン
10  サイエンスチャンネル
25  Kochi on TV!

19
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  耳をすまして

注1）特別番組は、番組時間を調整して放送しますので、番組表と異な
る場合があります。

注2）放送内容などは予告なく変更する場合がありますのでご了承くだ
さい。なお、電子番組表をご覧いただくと正確な番組内容を確認
できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）
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色
と
り
ど
り
の
紙
こ
い
の
ぼ
り

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

好きな色で紙こいのぼりに色を塗る坂折地区の子
どもたち。「大人と比べて、子どもはひらめきで塗る
ので早い」と大谷清水区長。

感謝状を受け取
る上岡貞夫さん

（左）と大西町長。

「
鰹
」の
書
　
佐
賀
支
所
に
展
示

馬
荷
地
区
の
宝
を
特
産
品
に
　
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の「
七
立
栗
」

　
坂
折
地
区
で
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て
行
っ
て
い
る
か
つ
お

と
こ
い
の
ぼ
り
の
川
渡
し
。
伊
与
木
川

堤
防
に
飾
る
紙
こ
い
の
ぼ
り
は
、
１
年

か
け
て
地
区
で
作
っ
て
い
ま
す
。
例
年

８
月
に
、
大
方
高
校
美
術
部
が
夏
合
宿

で
紙
こ
い
の
ぼ
り
の
色
塗
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
地
区
の
子

ど
も
た
ち
も
色
塗
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
い
サ
イ
ズ
の

紙
こ
い
の
ぼ
り
を
選
択
。
不
織
布
に
あ

ら
か
じ
め
描
か
れ
た
黒
い
枠
線
の
中
を
、

思
い
思
い
に
色
を
塗
っ
て
い
き
ま
す
。

約
１
時
間
で
塗
り
終
え
、自
分
の
名
前

を
書
い
た
世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
紙
こ
い
の
ぼ
り
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

　
墨
で
豪
快
に「
鰹
」

と
書
か
れ
た
大
き

な
書（
た
て

８０
㎝
×

よ
こ
１
４
０
㎝
）。

佐
賀
支
所
の
１
階

ロ
ビ
ー
に
８
月
か

ら
飾
ら
れ
て
い
る

こ
の
書
は
、中
村
プ

ラ
ザ
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
（
四
万
十
市
）
社
長
・
上
岡
貞
夫

さ
ん
が
書
き
、黒
潮
町
へ
寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。
上
岡
さ
ん
は
デ
ザ
イ

ン
だ
け
で
な
く
、絵
画
や
書
も
師
範
の

腕
前
。
黒
潮
町
で
は
、
土
佐
佐
賀
駅
周

辺
の
屋
外
看
板
な
ど
を
作
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
「
鰹
」
と
い
う
字
が
好
き
で
、
事
務

所
に
飾
っ
て
い
た
も
の
を
、
訪
問
し
た

大
西
町
長
が
気
に
入
り
、
譲
っ
て
も
ら

っ
た
も
の
で
す
。
カ
ツ
オ
の
町
黒
潮
町

に
ぴ
っ
た
り
の

素
晴
ら
し
い
書

を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
馬
荷
に
は
、
弘
法
大
師
ゆ
か

り
の
「
七
立
栗
」
と
い
う
栗
が
あ
り
ま

す
。
七
立
栗
は
、
一
枝
に
小
さ
な
毬
栗

が
い
く
つ
も
連
な
っ
て
な
る
の
が
特
徴
。

花
が
咲
く
期
間
が
長
く
、
枝
の
下
の
方

か
ら
実
を
結
び
、
年
に
７
回
以
上
収
穫

で
き
る
こ
と
か
ら
、
七
立
栗
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
と
て
も
愛
ら

し
く
、
主
に
観
賞
用
の
枝
栗
と
し
て
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
は
地
区
の
あ
ち
こ
ち
に
自
生
し
て

い
た
七
立
栗
で
す
が
、
時
代
と
と
も
に

山
焼
き
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
、
七
立

栗
は
野
生
化
し
、シ
バ
グ
リ（
野
生
の
栗
）

と
の
見
分
け
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
貴
重
な
七
立
栗
を
守
ろ
う
と
、
平
成

３
年
か
ら
地
元
の
堀
川
寛
さ
ん
が
七
立

栗
の
再
生
に
向
け
て
取
り
組
み
を
開
始
。

平
成
６
年
、
堀
川
さ
ん
ら
地
元
有
志
で

「
七
立
栗
保
存
会
」
を
設
立
。
平
成

２０

年
か
ら
は
、
試
行
的
に
堀
川
さ
ん
の
栽

培
し
た
枝
栗
の
出
荷
を
始
め
、
徐
々
に

販
路
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成

２２
年

１１
月
、
保
存
会
は

「
七
立
栗
生
産
組
合
」
と
な
り
、
平
成

２４
年
３
月
に
は
中
馬
荷
に
作
業
場
が
完

成
。
作
業
場
に
は
予
冷
庫
が
設
置
さ
れ
、

出
荷
作
業
が
効
率
的
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
組
合
員

１０
人
が
七
立
栗
を
栽

培
し
、
う
ち
７
人
が
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「
今
後
、
地
区
に
七
立
栗
の
生
産
者
が

増
え
、
蛎
瀬
川
流
域
に
広
が
り
、
黒
潮

町
の
特
産
品
と
な
っ
て
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
。
」
と
代
表
の
矢
野
史

明
さ
ん
。
組
合
で
は
、
栗
の
販
売
に
向

け
た
調
査
研
究
や
種
の
保
存
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
長
年
の
努
力
が
実
を
結
び
、
馬
荷
地

区
に
は
、
七
立
栗
の
風
景
が
復
活
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

地
区
の
宝
と

し
て
、
今
後

ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

い
が

ぐ
り

な
な

た
て

く
り

子宝栗とも呼ばれる七立栗。

週3回の出荷に合わせ、前日に収穫し
作業場で選果します。
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８
月

１８
日
、
旧
北
郷
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
「
北
郷
納
涼
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
北
郷
地
区
に
元
気
と
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
そ
う
と
、
地
区
の
有
志
が
呼

び
か
け
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

で
６
度
目
を
迎
え
、
約
４
０
０
人
の
観

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
雨
続
き
の
天
候
も
、
当
日
は
晴
れ
上

が
り
、
メ
ン
バ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
購

入
し
た
「
北
郷
」

の
法
被
で
早
朝
か

ら
会
場
準
備
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
夕
方
、
納
涼
祭

が
始
ま
る
と
、
同

事
業
で
新
調
さ
れ

た
太
鼓
の
拍
子
に

合
わ
せ
て
老
若
男
女
が
入
り
乱
れ
、
や

ぐ
ら
の
周
り
に
は
二
重
三
重
の
踊
り
の

輪
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出

店
に
は
、
地
元
な
ら
で
は
の
１
０
０
円

均
一
の
焼
き
そ
ば
や
焼
き
肉
、
ち
ら
し

寿
司
な
ど
が
並
び
、
お
客
さ
ん
で
大
に

ぎ
わ
い
。
最
後
の
花
火
大
会
で
は
、
間

近
に
迫
る
大
輪
の
花
火
と
、
山
に
こ
だ

ま
す
る
音
に
、
観
客
全
員
が
拍
手
喝
采

の
大
喜
び
で
し
た
。（
関
連
記
事

２３
ペ
ー
ジ
）

　
平
成

２１
年

１１
月
に
黒
潮
町
で
撮
影
さ

れ
た
映
画
「
月
の
下
ま
で
」
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
８
月

２５
・

２６
日
、
町
内
２

カ
所
で
試
写
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
映
画
は
、
黒
潮
町
佐
賀
で
カ
ツ
オ
漁

一
筋
に
生
き
て
き
た
主
人
公
が
、
妻
と

の
離
婚
、
母
の
死
に
よ
り
、
知
的
障
が

い
の
あ
る
息
子
と
二
人
で
生
活
す
る
こ

と
に
な
り
、
衝
突
し
な
が
ら
も
真
剣
に

向
き
合
っ
て
い
く
姿
を
描
い
た
作
品
で
す
。

　
試
写
会
は
、
ロ
ケ
地
黒
潮
町
へ
の
恩

返
し
の
意
味
を
込
め
て
入
場
無
料
で
行

わ
れ
、
２
日
で
約
４
０
０
人
が
来
場
。

上
映
中
、
佐
賀
漁
港
や
土
佐
佐
賀
駅
、

大
方
高
校
な
ど
見
慣
れ
た
風
景
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
客
席
か

ら
は
ざ
わ
め
き
や
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
奥
村
盛
人
監
督
か
ら
「

１６

日
間
の
ロ
ケ
の
間
、
黒
潮
町
の
方
に
は

本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
映
画

が
完
成
し
た
ら
ま
ず
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
見
に
来
て
く
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
映
画
が
高
知
や
全
国

で
上
映
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く

と
の
こ
と
。
今
回
見
逃
し
た
方
も
、
ま

た
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

 　
町
内
の
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
な
ぶ

ら
」（
明
神
里
寿
会
長
）が
、
９
月
１
日
、

伊
与
木
川
堤
防
な
ど
に
コ
ス
モ
ス
の
種

を
ま
き
ま
し
た
。

　
「
な
ぶ
ら
」
は
、
町
内
各
団
体
や
町

民
約

２０
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
町
内
の
公

共
施
設
へ
花
を
植
え
る
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
の
ほ
か
、「
土
佐
さ
が
の
も
ど

り
ガ
ツ
オ
祭
」
の
共
催
、
「
自
然
体
験

学
校
」
な
ど
、
町
の
活
性
化
に
向
け
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
当
日
は
、
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

集
ま
っ
た

１０
人
で
、
花
壇
を
耕
し
、
丁

寧
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
秋
祭
り
の
頃
に
は
、
た
く
さ
ん
の
花

が
咲
き
そ
ろ
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月

２５
・

２６
日
、
黒
潮
若
手
の
会
に

よ
る
「
あ
る
夏
の
出
会
い

ｉｎ
黒
潮
〜
黒

潮
町
へ
婚
か
エ
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
人
口
の
増
加
を
目
指
す
だ
け

で
な
く
、
町
の
文
化
・
産
業
・
食
を
堪

能
し
て
も
ら
え
る
よ
う
企
画
。
町
内
か

ら
男
性
９
人
、
町
外
か
ら
女
性
８
人
が

参
加
し
、
１
泊
２
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
、
塩
作
り
見
学
・
カ
ツ
オ
の
藁
焼
き

体
験
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
町
内
産
品
を

使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

 
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加
者
も

過
密
日
程
の
中
で
徐
々
に
距
離
を
縮
め
、

見
事
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
。
今
後
、

町
内
で
結
婚
生
活
が
始
ま
り
、
子
ど
も

を
育
て
、そ
の
子
ど
も
も
ま
た
黒
潮
町

で
家
庭
を
築
く
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ

ば
今
回
の
企
画
も
大
成
功
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
黒
潮
若
手
の
会

で
は
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
の
第
２
弾
も

す
で
に
企
画
中
。

今
後
の
活
動
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

（
黒
潮
若
手
の
会
）

北
郷
の
山
あ
い
に
大
輪
の
花
火

映
画「
月
の
下
ま
で
」試
写
会

佐
賀
地
区
で
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き

水神坂の花壇に種をまき、鹿島の前で集合写真
を撮る「なぶら」のメンバー。

黒
潮
若
手
の
会
が
婚
活
イ
ベ
ン
ト
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イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■ 芸農人ポストカードフェア
　画家と写真家の「原画」と「ポス
トカード」の作品展です。海外の珍
しいポストカードも同時展示販売い
たします。
　ぜひこの機会にご覧ください。
日　時：10／5（金）～27（土）
　　　　10：00～15：00
　　　　（日・月・火曜日休館）
場　所：ワークギャラリー芸農人
　　　　（サンシャインami内）
入場料：無料
　　NPO芸農人事務局
　　蕁090－4971－7339
       （矢野）

　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
対
象

に
、
就
労
相
談
、
資
格
や
技
能
を

習
得
す
る
制
度
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１１
月
９
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　

黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本

庁
前
）２
階 

健
康
研
修
室

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
無
料
職
業
紹
介
所

蕁
０
８
８
―
８
７
５
―
２
５
０
０

◆
記
念
誌
予
約
受
付
中
！

 

黒
潮
町
立
入
野
小
学
校
で
は
、

現
在
、
開
校
記
念
誌
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
総
ペ
ー
ジ
数
は
２
０
０

ペ
ー
ジ
以
上
、
昭
和

２０
年
以
降
の

卒
業
生
名
簿
と
卒
業
写
真（
紛
失
、

未
発
見
な
ど
に
よ
り
、
一
部
未
掲

載
も
あ
り
ま
す
）や
、
入
野
小
の

歴
史
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史

も
掲
載
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
、
限
定
数
３
０

０
部
の
発
行
予
定
で
す
。
購
入
希

望
の
方
は
、
お
早
め
に
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

完
成
予
定
　
平
成

２５
年
３
月

金
額
　
一
冊
　
１
０
０
０
円

　
　
　（
完
全
予
約
制
）

※
た
だ
し
、
郵
送
希
望
の
方
は
、

プ
ラ
ス
５
０
０
円
。

申
込
期
限
　

１１
月

３０
日（
金
）

◆
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
当
時
の
写

真
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
お
貸
し

い
た
だ
い
た
写
真
は
、
デ
ー
タ
化

後
、速
や
か
に
返
却
し
ま
す
。

 
 入

野
小
学
校
開
校
１
０
０
＋

３９

年
記
念
誌
編
集
委
員
会

（
〒
７
８
９
―
１
９
３
１
　
入

野
５
５
５
６
　
入
野
小
学
校
内
）

 
蕁
４
３
―
１
０
１
６
　
　

 
蕭
４
３
―
１
２
２
０

　
　irino-e@

kochinet.ed.jp

　
　http://www.kochinet.ed.jp/irino-e/

 　
高
知
県
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
林
業
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

わ
な
猟
免
許
取
得
者
の
技
術
向
上

を
図
り
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
捕
獲
効
率
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
県
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１１
月

１１
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　

四
万
十
市
役
所 

本
庁 

防
災
セ

ン
タ
ー
（
四
万
十
市
不
破
２
０

５
８
―
２
０
）

入
場
料
　
無
料

定
員
　

５０
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
期
限
　

１１
月
１
日（
木
）

参
加
対
象
者
　

わ
な
猟
免
許
所
持
者
（
ま
た
は
、

わ
な
猟
免
許
取
得
希
望
者
）

 　
高
知
県 

産
業
振
興
推
進
部

　
鳥
獣
対
策
課

 
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
４
２

　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所
 

　
海
洋
森
林
課 

林
業
振
興
係

　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

相
　

談

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
職
移
動
相
談

お
し
ら
せ

入
野
小
学
校
開
校

１
０
０
＋
３９
年
記
念
誌

く
く
り
わ
な
の
か
け
方
を
学
ぶ

「
わ
な
猟
技
術
講
習
会
」

問

申
・
問

申
・
問

HP

問

問

■ 大方高校「クリエコ活動」
　地域の皆さんのご参加を楽しみにお待ちしています。
日　時：10／25（木）13：30～
※雨天時は10／30（火）13：30～に延期します。
場　所：入野の浜
その他：道具はこちらでご用意します。
☆詳しくはホームページをご覧ください。
　http://www.kochinet.ed.jp/ogata－h/
☆クリエコ活動（clean eco day）

地域・保護者・全校生徒で入野
の浜の清掃活動や漂流物の分別
をし、環境保護に取り組んでい
ます。

　　高知県立大方高等学校　
　　蕁43－1079
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●ソロモンの偽証第１部　　　　　　　　　宮部みゆき／著
●微笑む人　　　　　　　　　　　　　　　貫井　徳郎／著
●スタートライン　　　　　　　　　　　　喜多川　泰／著
●女性のための防災ＢＯＯＫ�
●日本人はなぜ中国人、韓国人とこれほどまで違うのか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄　　文雄／著
●中・高生のためのメンタル系サバイバルガイド�
●おもかげ復元師の震災絵日記　　　　　　笹原留似子／著
●生地がおいしいパンケーキ　　　　　　　桑原奈津子／著
●４こうねんのぼく　　　　　　　　　　　ひぐちともこ／著
●おひげおひげ　　　　　　　　　　　　　西村敏雄／著

佐
賀
図
書
館

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 4 5 6
笵 笨 9 10 11 12 13

11月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 笳
笘 5 6 7 8 9 10

笋 15 16 17 18 19 20
筰 22 23 24 25 箘 27
箍 29 30 31 27 箍 29

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笊 2 3 4 5 6
7 笨 笶 10 11 12 13

11月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 笳
4 笙 6 7 8 9 10

14 筌 16 17 18 19 20
21 筱 23 24 25 箘 27
28 箜 30 31 27 箍 29

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

10

11

日
15～21
22～28
29～31

1～4
05～11
12～18

大 方 地 域 佐 賀 地 域
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所

道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道

山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

43－2024

55－7371

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

入野544－4

拳ノ川1781

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

佐賀文化展開催
次のとおり佐賀文化展を開催します。
ぜひご来場ください。

【日　時】10月27日（土）～29日（月）
　　　　　27日・28日は午前9時～午後6時
　　　　　29日は午前9時～午後3時

【会　場】黒潮町総合センター
【観覧料】無料
【主　催】黒潮町文化協会・黒潮町教育委員会
○お問い合わせ：大方あかつき館内文化振興係
　　　　　　　　（蕁43－2110）
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

山闢　彩菜ちゃん
〈平成24年4月9日生まれ〉

お兄ちゃんたちと仲良く
元気に育ってね。

〈お母さんより〉

森田　　陸くん
〈平成24年5月6日生まれ〉

元気いっぱい大きくなぁ
れ★　    〈パパ・ママより〉

あや りくな

岡闢　心虹ちゃん
〈平成24年3月21日生まれ〉

虹のようにＨａｐｐｙな心で、
優しい女の子に育ってね。

〈お父ちゃん・お母ちゃんより〉

こ こ

山下　汐稀ちゃん
〈平成24年3月11日生まれ〉

すくすくと大きくな～れ！！
〈お父さん・お母さんより〉

饌内　みやびちゃん
〈平成24年1月20日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く元気
いっぱい育ってね！！

〈お母さんより〉

きしせい た

宮尾　誓太くん
〈平成23年11月9日生まれ〉

元気いっぱいで大きくな
ってね。
〈お父さん・お母さんより〉

　
今
月
は
、
す
み
き
っ
た
青
空
の
下
で

心
と
体
を
の
び
の
び
と
動
か
す
遊
び
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
２
日（
火
）散
歩
　
　
　

　
場
所
／
佐
賀
天
満
宮（
坂
折
）

・
９
日（
火
）ミ
ニ
運
動
会

　
場
所
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

　
　
　
　
佐
賀
東
公
園
多
目
的
広
場

・
１６
日（
火
）園
庭
あ
そ
び

 
場
所
／
佐
賀
保
育
所

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
３
日（
水
）散
歩

 
場
所
／
あ
か
つ
き
館

・
１０
日（
水
）ミ
ニ
運
動
会

 
場
所
／
宮
川
公
園

・
１８
日（
木
）園
庭
あ
そ
び

 
場
所
／
大
方
中
央
保
育
所

・
２４
日（
水
）誕
生
会

 
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
３
回
『
子
育
て
講
座
』

・
１７
日（
水
）
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
／
子
ど
も
の
食
事
と
栄
養

講
師
／
栄
養
士
　
饌
田
佐
惠
さ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

１０
月
の
予
定

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

第9回 土佐さがのもどりガツオ祭第9回 土佐さがのもどりガツオ祭第9回 土佐さがのもどりガツオ祭 2012秋2012秋
10月20日（土）10：00～15：00

〈荒天時は中止〉

10：00～  地域のうまいもん市・びんび市開始（カツオ一本売り）
10：30～  幡多アイドルライブ（MAGIC・Reve）など
13：00～  巡視艇「とさつばき」体験航海
13：30～  カツオの一本釣りゲーム・魚の重量当てクイズ
14：30～  地域の踊りなど
15：00～  閉会挨拶・もち投げ※「カツオ御膳」前売り券（1,400円）好評発売中!

　当日抽選で豪華賞品が当たる！
※「カツオ御膳」前売り券（1,400円）好評発売中!
　当日抽選で豪華賞品が当たる！ お問い合わせ　黒潮町役場 海洋森林課 水産振興係　蕁55－3115お問い合わせ　黒潮町役場 海洋森林課 水産振興係　蕁55－3115

黒潮一番館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定




